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• お買い上げいただき、まことにありがとラございます。 

• 説明書をよくお読みのラえ、正しく安全にお使いください。 

• ご使用前に r を全上のご注意」 （2 〜4ぺージ）を必ずお読みくださし、。 












人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。 
■誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を説明しています。 


r 軽傷を負うことや、財産の損害が発生するおそれがある内容」です。 




お守りいただく内容を;欠の図記号で説明しています。 


してはいけない内容です。 




実行しなければならない内容です。 


•交流1 00 V な外では使用しない 
火災•感電-故障の原因となることがあります。 

•ぬれた手で電源プラグを抜き差ししない 
感電-故障の原因となることがあります。 

•雷が発生したときは、この装置や接続ケースレに触れない 
感電の原因となることがあります。 

♦この装置を分解*改造しない 
火災•感電-故障の原因となることがあります。 

•電源コードを傷つけたり、無理に曲がこり、引っ張ったり、ねじったり、たばね 
たり、はさみ込んだり、重いものをのせたり、加熱したりしない 
電源コードが破損し、火災-感電の原因となることがあります。 

参開□部やツイストペアポート、コンソールポートから內部に金属や燃えやずいも 
のなどの異物を差し込んだり、落とし込んだりしない 
火災•感電-故障の原因となることがあります。 

♦水のある場所のおく、湿気やほこりの多い場所に設置しない 
火災•感電-故障の原因となることがあります。 

•直射日光の当たる場所や温度の高い場所に設置しない 
内部温度が上がり、火災の原因となることがあります。 










A 注意 


参ツイストぺアポートに 10/1 00 BASE - TX なタトの機器を接続しなし、 

火災•感電-故障の原因となることがあります。 

•コンソールポートに本装置が対応する結線仕様なタトのコンソールケーブルを接 
続しない（お線仕様につきましては付録 A をご'確認ください） 

火災•感電-故障の原因となることがあります。 

•この装置を火に入れない 
爆発-火災の原因になることがあります。 





A 注意 



•付属の電源コード（交流 100 V 仕様）を使う 
感電-誤作動-故障の原因となることがあります。 

参必ずアース線を接続ずる 
感電-誤作動-故障の原因となることがあ0ます。 

参電源コードを電源ホ°—卜にゆるみ等がないよラ、確実に接続する 
感電や誤動作の原因となることがあります。 

•故障時はコンセントを抜く 

電源を供給したまま長時間放置すると义災の原因となることがあります。 

必ずゴ。•この装置を壁面に取り付口る場合は、本体及び接続ケーブルの重みにより落下し 
ないよラに確実に取り付口 -設置する 
けが-故障の原因となることがあります。 

•自己診断 LED ( STATUS ) が程点滅となった場合は、システム障害のためコンセン 
卜を抜< 

電源を供給したまま長時間放置すると火災の原因となることがあります。 

•ツイストぺアポート、コンソールポート、電源コード掛ロブ□ックの取り扱いに 
はを意のうえ取り扱う 
けがの原因となることがあります。 





_ 使用上のご注意_ 

♦内部の点検-修理は販売店にご依頼ください。 

♦商用電源は必ず本装置のおくで、取0扱いやすい場所からお取0ください。 

•この装置の設置-移動する際は、電源コードをはずしてください。 

♦この装置を清掃する際は、電源コードをはずしてください。 

•仕様限界をこえると誤動作の原因となりますので、ごを意ください。 

•この装置をマグネットで取0付口る場合は、ケーブルの重みなどで製品がずれた0落下 
したりしないことをご確認ください。また、ケーブルを接続するときは、製品本体を巧 
さえて接続してください。 

•マブネットにフ□ッピーディスクや磁気力ードなどを巧づけないでください。記録内容 
消失のおそれがあります。 

•この装置を 0 A デスクに取0付けた時、取り付けたまま、ずらさないでください。塗装面 
によつてはキズがつくおそれがあります。 

• RM 5 コネクタの金属端子やコネクタに接続されたツイストペアケーブルのモジュラプ 
ラブや SFP 拡張ス□ット内部の金属端子に細れたり、帯電したものをおづけたりしない 
でください。静電気により故障の原因となることがあります。 

•コネクタに接続されたツイストペアケーブルのモジュラプラグを力一ぺットなどの帯電 
するものの上や近辺に放置しないでください。静電気により故障の原因となることがあ 
ります。 

•落下などによる強い衝撃をちえないでください。故障の原因となることがあります。 

♦コンソールポートにツイストペアケーブルを接続する際は、事前にこの装置な外の金属 
製什器などを触つて静電気を除去してください。 

•な下場所での保管-使用はしないでください。 

(仕様の環境条件下にて保管-使用をしてください） 

一水などの液体がかかるおそれのある場所、湿気が多い場所 
一ほこりの多い場所、静電気障害のおそれのある場所（力ーペットの上など） 

一直射曰化が当たる場所 

一結露するよラな場所、仕様の環境条件を満たさない高温•低温の場所 
一振動•衝撃が強い場所 

•周囲の温度が〇〜50での場所でお使いください。 

•本装置の通風□をふさがないでください。内部に熱がこもり誤作動の原因となることが 
あります。 

♦装置同±を積み重ねる場合は、上下の機器との間隔を 2 cm な上空ヴてお使いください。 
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1. お客様の本取扱説明書に従わない操作に起因する損害および本製品の故障-誤動作などの要 
因によって通信の機会を逸したために生じた損害については、弊社はその責任を負いかねま 
すのでご了承ください。 

2. 本書に記載した内容は、予告なしに変更することがあ0ます。 

3. 万一ご不審な点がございましたら、販売店までご連絡ください。 

※本文中の社名や商品名は、各社の登録商標または商標です。 


この装置は，クラス A 情報技術装置です。この装置を家庭環境でイま用す 
ると電波妨害を引き起こすことがあります。この場合には使用者が適切な 
が策を講ずるよう要求されることがあります。 VCCI-A 
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安全上のごを意 


使用上のごを意 . 

1. はじめに . 

1.1. 製品の特徴 . 

1.2. 同捆品の植認 . 

1.3. 別売オプション（取付金具） . 

1.4. 各部の機能と名称 . 

2 . mm . 

2.1. スチール製製品への取り付口 . 

2.2. ラックへの設置 . 

2.3. 壁への取り付口（木板等） . 

3. 観 . 

3.1. ツイストぺアポートを使用した接続 . 

3.2. 電源の接続 . 

3.3. LED の動作 . 

3.3.1. 起動時の LED の動作 . 

3.3.2. 動作中の LED の動作 . 

4. mm . 

4.1. コンソールポートへの接続 . 

4.2. □ブイン . 

4.3. 画面の基本的な操作 . 

4.4. メインメニユ ー (Main Menu) . 

4.5. 基本情報の表示 (General Information Menu ). 

4.6. 基本機能の設定 (Basic Switch Configuration ). 

4.6.1. 管理情報の設定 （System Administration Configuration ) 

4.6.2. IP アドレスに関する設定 (System IP Configuration ). 

4.6.3. SNMP の設定 (SNMP Configuration ). 































4.6.3. a . SNMP マネージャの設定 (SNMP Management Configuration ).32 

4.6.3. b . トラップ送信の設定 (SNMP Trap Receiver Configuration ).34 

4.6.3. C. リンク状態変更時のトラップ送出 ( Enable/Disable Individual Trap Menu )..36 

4.6.4. 各ポートの設定 (Port Configuration ). 37 

4.6.5. アクセス条件の設定 (System Security Configuration ). 40 

4.6.5. a . Telnet アクセス制限の設定 (Telnet Access Limitation Configuration ).42 

4.6.5. b . RADIUS の設定 (RADIUS Configuration ).44 

4.6.5. C. Syslog の送信設定 (Syslog Transmission Configuration ).45 

4.6.6. MAC アドレステーブルの参照 (Forwarding Database ).47 

4.6.6. a . MAC アドレスの追力□-削除 . 48 

4.6.6. b . MAC アドレスの学習モードの設定 . 49 

4.6.6. C. ポート毎の MAC アドレステーブルの表示 . 50 

4.6.6. d . 全ての MAC アドレスの表示 . 51 

4.6.6. e . VLAN 毎の MAC アドレステーブルの表示 . 52 

4.6.7. 時刻同期機能の設定 (SNTP Configuration ). 54 

4.6.8. ARP テーブルの設定 (ARP Table ). 56 

4.7. お張機能の設定 (Advanced Switch Configuration ). 58 

4.7'1. VLAN の設定 (VLAN Management ).59 

4.7'1' a . 特徴 .59 

4.7.1. b . VLAN 設定の操作 (VLAN Management Menu ).60 

4.7.1. c . VLAN の作成 (VLAN Creation Menu ).62 

4.7.1. d . VLAN メンバーの設定 (Config VLAN Member Menu ).63 

4.7.1. e . ポート毎の設定 (VLAN Port Configuration Menu ).64 

4.7.2. マルチキャストグループの設定 （Static Multicast Address Configuration ).65 

4.7.3. QoS の設定 (Quality of Service Configuration ).67 

4.7.3. a . パケットによる QoS の設定 (Traffic Class Configuration Menu ).68 

4.7.4. IEEE 802'1 X ポートベース認証機能の設定 （Port Base Access Control 

し onfiguration ).69 

4.7.5. Power Over Ethernet の設定 (Power Over Ethernet Configuration ).71 

4.7.5. a . 各ポートの設定 (PoE Port Configuration Menu ) .72 

4.7.5. b . 機器全体の設定 .74 

4.8. 統計情報の表示 ( Statistics ). 75 

4.9. 付加機能の設定 (Switch Tools Configuration ). 79 

4.9.1 ファームウエアのアップグレード (TFTP Software Upgrade ). 80 

4.9.2. 設定情報の保を • 読込 （Confiauration File Upload / Download ). 82 
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4.9.3. 再起動 (System Reboot ). 

4.9.4. Ping の実巧 (Ping Execution ). 

4.9.5. システム□ブ (System Log ). 

4.10. コマンドラインインターフエース ( CLI ). 

4.11. □ブアウト . 

欄 A . i±m . 

付録 B . Windows ハイパーターミナルによるコンソールポート設定手順 

付録 C IP アドレス簡単設定機能について . 

故障かな？と思われたら . 

アフターサー ビスについて . 













1. はじめに 

Switch - M 5 ePWR は4個の IEEE 802.3 af 準拠の PoE 給電機能を有する10/1 OOBASE-TX 
ポートと1個の 10/100 BASE-TX ポートをちする、管理機能付きイーサネットスイッチング 
ハブです。 

1.1. 製品の特徴 

• IEEE 802.3 10 BASE-Ts IEEE 802.3 u 1 0 OBASE - TX の伝送方式に対応し、データ伝送 
速度10/1 00 Mbps を実現したイーサネットスイッチンブハブです。 

• 標準 M 旧 （ M 旧 II )をサホ°ートし、 SNMP マネージ中からスイッチの管理が巧えます。 

• Telnet で遠隔からスイッチに接続して設定変更-設定確認が巧能です。 

• 才ートネコ''シエーシヨン機能に対応し、 10 BASE - T 、100 BASE - TX の混在環境に容易 
に対応できます。また、設定により速度•通信モードの固定が巧能です。 

• LED により機器の状態が確認できます。 

• 全てのツイストぺアポートがストレート/ク□スケーブル自動判別機能を搭載してい 
ます。端末、ネットワーク機器の区別を意識せず、ストレートケーブルを用いて 
相旦接続できます。 

(ポート通信条件を固定に設定した場合は本機能は動作しません） 

• IEEE 802.1 Q のタギンブ VLAN をサポートしており、最大256個の自由なポートの 
ブルーピンブ化が巧能です。 

• 通信確認のための Ping コマンドを実行することができます。 

• IEEE 802.3 af 準拠の給電機能が利用巧能です。ポートあたり最大1 5.4 W 同時給電が巧 
能なように、 62 W まで給電できます。 

• EAP フレーム透過機能を搭載していますので、上位の Switch - M 24 X 等の IEEE 802 .IX 
認証スイッチと連携し、コストパフォーマンスの良い認証ネットワークを構築できま 
す。 
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1.2. 同捆品の確認 

開封時に必ず内容物をご確認ください。欠品があつた場合は販売店にご連絡ください。 


取扱説明書（本マニュアル） 

1冊 

CD-ROM ( PDF 版取扱説明書） 

1枚 

ネジ（磁石取付用） 

4本 

磁石 

4個 

ゴム足 

4個 

電源コード 

1本 


1.3. 別売オプション（取付金具） 

• PN 71051 

19インチラックマウント用金具 （1 台用） 1セット2個 

• PN 71052 

19インチラックマウント用金具 （2 台連結用） 1セット2個、連結金具2個 

• PN 71053 

壁面取0付け用金具 1セット2個 

• PN 72002 

Dsub 9 ピン- Dsub 9 ピンコンソールケーブル 
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1.4. 各部の機能と名称 



図 1-2 前面 LED 拡大図 


参電源 LED ( POVVER ) 

緑点灯 電源 ON 
消灯 電源 OFF 

•自己診断 LED ( STATUS ) 


緑点な 

システム正常稼動 

程点な 

システム起動中 

憧点滅 

システム障害 

ポート LED 

ポー M ~4 

PoE 給電 LED ( PoE ) 

緑点灯 


電源供給中 

憧点灯 


Overload 時 

消灯 


電源末供給、または PoE 対応端末末接続 

ポート1~5 

リンク送受信 LED ( UNK / ACT .) 

緑点灯 


100 Mbps でリンクが確立 

程点灯 


10 Mbps でリンクが確立 

緑点滅 


100 Mbps でパケット送受信中 

憧点滅 


10 Mbps でパケット送受信中 

消灯 


端末末接続 
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2. 設置 


Switch-MSePWR は 

(1) スチール 製製品 

(2) ラック 

(3) 壁（木板等） 

への取0付けを行ラことができます。 


2.1. スチール製製品への取0付け 


付属品の磁石4個とゴム足4個を取り出し、この装置の底面部分を表にしてください。ゴ 
ム足を底面4角にある窒みに貼0、磁石を付属品のネジ（磁石取付用）4本でしっか0と接 
続して下さし、。 



ご注意：取0付ける際には振動-衝撃の多い場所や不安定な場所、この装置の下を人が通 
るよラな場所への設置をしないでください。落下してケガ-故障の原因となるこ 
とがあります。 
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2.2. ラックへの設置 


別売品である取付金具 （ PN 7105 1) を用いることで、本装置を19インチラックへ設 
置することができます。 




左側面部 


ち側面部 


19インチラックマウント用金具取付ネジ巧 


図 2-2 19インチラックマウント用金具位置 


• 1台をラックに設置ずる場合 

1. PN 71051に付属する19インチラックマウント用金具2個とネジ（ラック取付金具と 
本体接続用）8本を使用し、本装置側面へ固定します。 

2. ネジ （19 インチラックマウント用）4本または既存のネジを使用し、本装置をラック 
へ固定します。 



19インチラツワマウント用金具 


前面 


図 2-3 19インチラックへの設置 （1 台のみの場合) 
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また、取付金具 （ PN 7105 2) を用いることにより本装置を2台連結して1つのラックへ 
設置することができます。 

- 2台を連結してラックに設置する場合 

1. PN 71052に付属する19インチラックマウント用金具2個をネジ（ラック取付金具と 
本体接続用）8本にて本装置側面へ固定します。 

2. PN 71052に付属する連結用金具2個をネジ（連結用金具取付用）8本にて前面/背面 
にある連結用ネジ巧へ固定します。 

3. ネジ （19 インチラックマウント用）4本または既存のネジを使用し、本装置をラック 
へ固定します。 


前面 



前面 


19インチラックマウント用金具 


連結用金具 


□ 


19インチラックマウント用金具 

背面 


□ 


(V7i 


図 2-4 19インチラックへの設置 （2 台連おの場合) 
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2.3. 壁への取り付け（木板等) 


付属品の取付金具（壁取付用）2個、ネジ（壁取付金具と本体接続用）8本と付属品のゴ 
ム足4個を取0出し、この装置の横にある4つの巧に取付金具を接続してください。 

本装置の底面部分を表にしてゴム足4個を底面4角にある產みにおり、お客様がご用意さ 
れたネジ4本でしっか0と壁面にネジ止めを巧ってください。 




取付金具（壁取付用）取り付けネジ穴 

図24壁面への取0付け 
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3 .接続 


3.1. ツイストぺアポートを使用した接続 

•接続ケーブル 

本装置への接続には8極みじ、の RJ 45 モジュラプラグを装備した CAT 5 準拠ストレートケー 
ブル（ツイストペアケーブル）をご使用ください。 

•ネットワーク構成 


100 mm 内 


図 3-1 接続構成例 

各端末と本装置との間のケースレ長が 100 ml ； (内に収まるように設置してください。 
オートネコ''シエーシヨン機能を持った端末または LAN 機器を接続すると、接続された各 
ポートは自動的に最適なモードに設定されます。オートネコ''シエーシヨン機能を持たない 
機器または端末を接続すると、本装置は自動的に通信速度を判断し設定しますが、全/半二 
重は判断できないため、半二重に設定されます。 

オートネコ''シエーシヨン機能を持たない機器または端末を接続する際は、ポートの通信 
条件を固定するよラ設定してください。設定方法の詳細については 4.6.4 頂をご参照くださ 
し、。 


ごを意：通信条件を固定に設定した場合は、 Auto - MDI / MDI - X 機能は動作しませんので、 
スイッチ間の接続はク□スケーブルを使用する必要があります。 
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3.2. 電源の接続 

本装置は添付の電源〕ードを本体の電源ポートに接続し 、 AC 100 V (50/60 HZ ) の〕ン 
セントに接続してください。電源スイッチはありません。電源コードを接続すると電源が 
投入され、動作を開始します。電源を切る際には電源コードをコンセントから抜いてくだ 
さし、。 
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3.3. LED の動作 


3.3.1. 起動時の LED の動作 

本装置の電源を投入すると電源 LED ( POWER ) が緑に、自己診断 LED ( STATUS ) が憧に点なし、 
ハードウエアの自己診断が実行されます。機器の異常がおいことが確認された場合は自己診断 
LED ( STATUS ) が緑に変わり、通常のスイツチンブ動作を開始します。 

3.3.2. 動作中の LED の動作 

本装置には下記2つのポート毎に配置されている LED により動作中の各ポートの状態を確認す 
ることが巧能です。 


名称 

本体表71^ 

PoE 給電 LED 

PoE 

リンク/送受信 LED 

LINK / ACT . 


各 LED の表示内容は下記の通0です。 


LED 

動作 

内容 

PoE 給電 LED 

緑点な 

電源供給 

憧点な 

才ーバー□-ド時 

ミ肖な 

電源末供給、または PoE 対応端末未接続 

リンク/送受信 LED 

緑点よ了 

100 Mbps でリンクが確な 

憧点な 

10 Mbps でリンワが確立 

緑点滅 

100 Mbps でパケット送受信中 

檀点滅 

10 Mbps でパケット送受信中 

ミ肖な 

端末末接続 


19 





4. 設定 

本装置は電源を投入することで通常のスイッチングハブとして動作しますが、 SNMP 管理機能 
や特有の機能を使用するにはコンソールポート、 Telnet のいずれかを使って設定を巧ラ必要があ 
ります。 

本章では本装置の設定内容について説明します。 


ごを意： Telnet によるアクセスを行ラ際には本装置の IP アドレスが必要ですので、必ず最初にコ 
ンソー j レポートから I P アドレスの設定を巧なつてからアクセスしてください。 I P アドレ 
スの設定は 4.6.2 ちを参照してください。 


4.1. コンソールポートへの接続 

DEC 社製 VT 100 互換の非同期端末や WindowsXP 似前に搭載されたハイパーターミナルをは 
じめとする VT 1 00互換の夕ーミナル エミユ レータが動作する端末を本装置のコンソールポート 
に接続します。本装置側が D - Sub 9 ピンメスの RS -232 C 準拠ク□スケーブルの仕様になっていま 
す。 


非同期端末の通信条件は;欠のよラに設定します。 


• 通信方式 

• エ S ユレーシヨンモー ド 

• 通信速度 

• データ 長 

• ストップビット 

• パリティ制御 

• フ□一制御 


RS -232 C ( ITU-TS V .24 準拠) 

VT 100 

%00 bps 

8ビット 

1ビット 

なし 

なし 


Windows をお使いの場合は咐録 B Windows ハイパーターミナルによる〕ンソールポート 
接続手順」をご覧ください。 
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4.2 .□グイン 

コンソー j レヶーブ) レを本装置に接続し、画面を更新させることで □ ブイン画面が表示されます。 
画面が表示されない場合は通信条件等の設定に間違いがないかどラか確認をしてください。 

コンソールから□ブインすると図 4-2-1 のように画面上部へ 「Local Management System 」 と 
表示されます。同様に Telnet からの場合は図 4-2-2 のように 「Remote Management System 」 
と表示されます。 

. 留 'r ゴ '-GTan いが ■ — — _ _ _ — ; 這な 

む b が。 Setup Control か Wow わわ 

PW 27059 Local N«n«Lce«ent Systea Version 


Locin Menu 
Locin ： 


図ん2-1□グイン画面（コンソール) 



図 4-2-2 □ブイン画面 ( Telnet ) 
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これらの□ブイン画面において□ブイン認証が要求されます 。" Login " には工場出荷時設定 
である 「 manager 」 と入力し、リターンキーを巧します。すると図 4-2-3 のようにパスワード入力 
に移行するので、同様に出荷時設定である 「 manaaer 」 と入力し、リターンキーを巧してください。 



図 4-2-3 パスワードの入力 

□ブイン名および/ \°スワードは□ブイン後に変更することができます。変更方法の詳細は4ム5 
おをご参照ください。 


ごを意： Telnet では最大4ユーザーまで同時にアクセスが巧能です。正常に□ブアウトしな 
かった場合は 、 Tel net セッションがタイムアウト時間まで維持されますのでご注意 
ください。 
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4.3. 画面の基本的な操作 


本装置の各画面は;欠のよラな滝成になつています。 



画面の説明 


1. 

表題 

この画面の表題です。コンソールからアクセスしている場合は 「Local 
Management System 」、 Telnet でアクセスしている場合は 「 Remo お 
Management System 」 と表示されます。 

2. 

上位のメニュー名 

上位のメニュー名を表示します。後述のコマンド TQ 」 (上位のメニューに戻る） 

を使苗するとこの項目に表示されている、ひとつ手前の画面へ戻0ます。 

3. 

現在のメニュー名 

現在の画面のメニュー名を表します。 

4. 

内容 

現在の画面での設定されている内容を表示します。 

5. 

ZI 7 ンド 

現在の画面で使用可能なコマンドを表示しまず。使用可能なコマンドは画面ご 
とに異なります。操作をするときはこの欄を参照してください。 

6. 

プ□ンプト 

コマンド入力を巧うと表示が切り替わり、巧に入力を行ラための指示が表示さ 
れます。この欄の表示に従って入力してください。 

7. 

コマンド入力行 

コマンドまたは設定内容を入力します。 

8. 

説明 

現在の画面の説明および状ミ兄と入力の際のエラーが表示されまず。 


本装置では画面の操作は全て文字の入力によって行います。カーソル等での画面操作は行えま 
せん。各画面で有効な文字は異なり、画面ごとにコマンド部分に表示されます。 

コマンド部分で [] で囲まれた文字がコマンドを表します。有効でないコマンドまたは設定を入 
力した場合は、説明欄にエラーメッセージが表示されます。 
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4.4. メインメニュー (Main Menu ) 

□ブインが完了すると図4"4-1のよラなメインメニューが表示されます。本装置のメニューはメ 
インメニューとサブメニューから構成され、メインメニューを中むとしたツリー構造になってい 
ます。サブメニューに移動するには各コマンドに対応する文字を入力してください。コマンド「0」 
を入力することで上位のメニューに戻0ます。また、現在表示しているメニューの位置は画面の2 
行目からご確認ください。 


酉 了が J 可 罰民で巧巧巧? ■ 


■Sim 


File Edit Setup Control Window Help 


PN 27059 Local Management System 
Matin Menu 


[G]eneral Information 

[B]asic Switch Com igurat Ion... 

[A]dvanced Switch Configuration... 
Switch [T]ools Configuration... 

に ] tat isUcs 
Run に ] LI 
[Q]uil 


留 


Commaind> 


Enter the character 


li 


図 4^4-1 メインメニュー 


画面の説明 


General Information 

本裝置のハードウ王アおよびファー厶ウ王アの情報とアドレス設定の內容を表 
おします。 

Basic Switch 
Configuration -" 

本装置の基本機能 ( IP アドレス、 SNMP 、 ポート設定など)の設定を行いまず。 

Advanced Switch 
Configuration -" 

本装置の特殊機能 ( VLAN 、 IEEE 802.1 X 認証など)の設定を斤います。 

Statistics 

本装置の統計情報を表おします。 

Switch Tools 
Configuration 

本装置の付加機能 ( ファームウ I アのアップグレード、設定の保を•読込、 Ping 、 
システム□ブなど)の設定を行います。 

Run CLI 

コマンドラインインターフ I- スに切 0 替えまず。 

Quit 

メインメニューを終了し、□ブイン画面に戻ります。 
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4.5. 基本情報の表示 (GeneraI Information Menu ) 

「Main Menu 」 で 「 G 」 を選択すると図 4~5-1 のような 「General Information Menu 」 になり、本 
装置の基本情報を確認することができます。この画面では設定する項目はあ0ません。 



図 4-5-1 スイツチの基本情報の表示 
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画面の説明 


System up Tor 

本装置が起動してからの通算時間を表示します。 

Boot Code 

Version 

本装置のファ -ムウェマの) ジョンと作成曰を表示します。 

を：ダウン□-ドを巧った日付とは異なりまず。 

(4.9.1 項に記載されているファー厶ウェ マの) \'ージョンアップは Runtime Code の 
バージョンアップを示します。） 

Runtime Code 

Version 

Hardware 

Information 

ハードウ；！:アの情報を表示します。 

Version 

ハードウ王アのバージヨンを表示します。 

DRAM Size 

実装されている DRAM の容量を表示します。 

Fixed Baud 

Rate 

コンソールのボーレートを表示します。 

Flash Size 

実装されている Flash Memory の容量を表おします。 

Administration 

Information 

ここで表示される項目は 4.6.1 項の 「System Administration Configuration 」 で設定 
を巧いまず。 

switch Name 

設定した本装置の名前を表示します。工場出荷時には何ち設定され 
ていません。設定につい口ま 4.6. 111を参照してください。 

Switch 

Location 

設定した本装置の設置場所を表おしまず。工場出荷時には何电設定 
されていません。設定については 4.6.1 頂を参照してください。 

Switch Contact 

設定した連絡先を表おします。工場出荷時には何电設定されていま 
せん。設定については 4.6. 1項を参照してください。 

System 

Address 

Information 

ここで表示される項目は 4.6.2 項の 「System IP Configuration 」 で設定を行います。 

MAC Address 

本装置の MAC アドレスが表示されます。これは装置毎に付与され 
た固有の値であるため変更ずることはできません。 

IP Address 

本装置に設定されている IP アドレスを表示します。工場出荷時は値 
が設定されていないため 0.0.0.0 と表示されます。設定について 
は 4.6. 2頂を参照してください。 

Subnet Mask 

本装置に設定されているサブネットマスクを表示します。工場化巧 
時は値が設定されていないため 0.0.0.0 と表示されます。設迅こ 
ついては 4.6.2 項を参照してください。 

Default 

Gateway 

デフォルトゲートウ I イとなるルータの IP アドレスを表示します。 
工場出荷時は値が設定されていないため 0.0.0.0 と表示されま 
す。設定については 4.6. 2項を参照してください。 

DHCP Mode 

IP の取得に DH びを利用するかどうかの設定を表示します。設定の 
変更については 4.6. 2項を参照してください。 
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4.6. 基本機能の設定 (Basic Switch Configuration) 

Main Menu から 「 B 」 を選択すると図 4~6-1 のような 「Basic Switch Configuration Menu 」 の 
画面になります。この画面では IP アドレスや SNMP 、 ポート、アクセス制限等の設定を行います。 



図午6-1スイツチの基本機能設定メニュー 


画面の説明 


System Administration 
Configuration 

スイッチの名前、場所、連絡先の管理情報の設定を行います。 

System IP Confiauration 

IP アドレスに関するネットワーク設定を斤います。 

SNMP Configuration 

SNMP に関する設定を行います。 

Port Configuration 

各ポートの設定を行います。 

System Security 

本装置へのアクセス制限や SNMP エージ王ントの有効化等の設定を行いま 

Configuration 

す。 

Forwarding Database 

MAC アドレステーブルの静的 MAC アドレスの設定を行います。 

SNTP Configuration 

SNTP を利用した時刻同期機能の設定を行います。 

ARP Table 

ARP Table の設定および参照を巧いまず。 

Quit to previous menu 

メインメニューに戻0ます。 
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4.6.1 . 管理情報の設定 

(System Administration Configuration) 

「Basic Switch Configuration Menu 」 でコマンド 「 A 」 を選択すると、図 4-6-2 のような 
rSystem Administration Configuration Menu 」 の画面になります。この画面では、機器の名 
称等の管理情報を設定します。 



図 4-6-2 管理情報の設定 


画面の説明 


Description 

本装置の記述です。変更できません。 

Object ID 

M 旧の対応する ID を表示します。変更できません。 

Name 

システム名を表示します。出荷時には何も設定されていません。 

Location 

設置場所を表示します。出荷時には何も設定されていません。 

Contact 

連絡先を表示します。化荷時には何も設定されていません。 


ここで使用できるコマンドは下記の通りです。 


N 

システム名の設定 • 変更を行います。 



「 N 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter system name 〉」 となりますので、スイッチを識別するため 
の名前を半角50文字し U 內で入力してください。 

L 

設置場所情報の設定-変更を行いまず。 



「 U と入力するとプ□ンプトが 「Enter system location 」 となりますので、スイツチの設置場所を 
識別するための名前を半角50文字じ(巧で入力してください。 

C 

連絡先情報の設定-変更を行います。 



に」と入力ずるとプ□ンプトが 「Enter system contact 」 となりまずので、連絡先等の情報を半ち 
50文字じ(巧で入力してください。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 


28 








































MAC Address ： 

IP Address ： 
Subnet Mask: 
Default Gateway ： 
DHCP Mode ： 


PN 27059 Local Management System 

Basic Switch Configuration -> System IP Configuration Menu 


□ 


■gilO 


暨 T; '巧-古 を娜-‘ /' 


File Edit Setup Control Window Help 


4.6.2. IP アドレスに関ずる設疋 (System IP Configuration) 

「Basic Switch Configuration Menu 」 で〕マンド「1」を選おすると、図 4-6-3 のような 「System 
IP Configuration Menu 」 の画面になります。この画面では本装置の IP アドレスに関する設定を 
行います。 


画面の説明 


Set [I]P Address 
Set Subnet [M]ask 
Set Default [G]ateway 
Set IP P[a]rameter 
Set [D]HCP Status 
[Q]uit to previous menu 


〈COMMAND〉 


Commaind> 


昼 


Enter the character 

面 

square brackets to sel 

1 ect opt 1 

ion 


図 4-6-3 IP アドレスの設定 


MAC Address 

本装置の MAC アドレスが表示されます。これは装置毎に付与された固ちの値であるため 
変更することはできません。 

IP Address 

現在設定されている IP アドレスを表示します。工場出荷時は値が設定されていないため 
0.0 .0.0 と表示されます。 

Subnet Mask 

現在設定されているサブネットマスクを表示します。工場出荷時は値が設定されていない 
ため 0.0.0. 0と表示されます 

Default 

Gateway 

現在設定されているデフォルトゲートウェイとなるルータの IP アドレスを表示します。エ 
場出巧時は値が設定されていないため0.0.0.0と表示されます。 

DHCP Mode 

起動時に DHCP サーバに IP アドレス取得の要巧を行ラ設定になっているかを表示しまず。 
工場出荷時は Disabled に設定されています。 

Enabled 

起動時に DHCP サーノ \'に1ドアドレス取得の要巧を行います。 

Disabled 

起動時に DHCP サーノ '('に IP アドレス取得の要巧を行いません。 


o o o 
o o o b 
o o o s 
o o o D 
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ここで使用できるコマンドは下記の通0です。 


1 

IP アドレスの設定-変更を行います。 



「1」と入力するとプ□ンプトが 「Enter new IP Address 〉」 となりますので、スイッチの IP アドレス 
を入力してください。 

M 

サブネットマスクの設定-変更を行いまず。 



「 M 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter new IP subnet mask 〉」 となりますので、サブネットマス 
クを入力してください。 

G 

デフォルトゲートウ I イとなるルータの IP アドレスの設定-変更を行います。 



に」と入力ずるとプ□ンプトが 「Enter new gateway IP >」 となりますので、デフォルトゲートウ 
エイとなるルータの IP アドレスを入力してください。 

A 

IP アドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウ王イの設定を一括で斤います。 



「3」と入力するとプ□ンプトが 「Enter new IP address >」 となりますので、スイッチの IP アドレス 
を入力してください。巧にプ□ンプトが 「Enter subnet mask >」 となりまずので、サブネットマス 
クを入力してください。饥こプ□ンプトが 「Enter new gateway IP address 〉」 となりますので、 
デフォルトゲートウ I イとなるルータの IP アドレスを入力してください。 

D 

DH 

CP サーバからの IP アドレス取得の有効-無効を設定します。 


E 

自動取得を有効にします。（ネットワーク上で DHCP サーバが稼働中の場合のみ動作します。） 


D 

自動取得を無効にします。 

Q 

上化のメニューに戻ります。 


ごを意この項目を設定しな口れば S N M P 管理機能と Tel net によるリモート接続が使用できま 
せんので必ず設定を行つてください。設定 I 貝目が不明な場合はネットワーク管理者にご 
相談ください。 IP アドレスはネットワーク上の他の装置と重複してはい口ません。また、 
この項目には本装置を利用するサブネット上の他の装置と同様のサブネットマスクとデ 
フォルトゲートウエイを設定してください。 
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4.6.3. SNMP の設定 (SNMP Configuration) 

「Basic Switch Configuration Menu 」 で〕マンド TN 」 を選択すると、図 4-6-4 のような 「SNMP 
Configuration Menu 」 の画面になります。この画面では SNMP ェージェントの設定を行います。 



図ん6_4 SNMP の設定 


画面の説明 


SNMP 

Manaaement 

Configuration 

SNMP マネージャに関する設定を行います。 （4.6.3. a . 項を参照下さい） 

SNMP Trap 

Receiver 

Configuration 

SNMP トラップ送信に関する設定を斤います。 （4.6.3. b . 項を参照下さい） 

Quit to previous 

menu 

上化のメニューに戻ります。 


ここで使用できるコマンドは下記の通 D です。 


M 

SNMP マネージャの設定を行います。 


「 M 」 と入力すると SNMP Management Configuration Menu に移動します。 

下 

トラップ送信の設定を行います。 


IT 」 と入力すると SNMP Trap Receiver Configuration Menu に移動します。 

Q 

SNMP Configuration Menu を終了し、上位のメニ:!一に戻ります。 


31 































4.6.3.a. SNMP マネージャの設定 (SNMP Management Configuration) 

rSNMP Configuration Menu 」 で〕マンド 「 M 」 を選択すると、図ん6-5のような 「SNMP 
Management Configuration Menu 」 の画面になります。この画面では SNMP マネージャの設 
定を行います。 






File Edit Setup Control Window Help 


PN 27059 Local Management System 

SNMP Configuration -> SNMP Management Configuration Menu 

SNMP Manager List ： 

No. Status Privilege IP Address Community 

□ 


1 Enabled Read-Only 0.0.0.0 public 

2 Enabled Read-Write 0.0.0.0 private 


〈 COMMAND 〉 


Set Manager [S] tat us Set Manager [I]P [Q]uit to previous menu 

Set Manager P[r]ivilege Set Manager [C]ommunity 

Command 〉 _ 


Enter the character 

面 

square brackets to sel 

I ect opt I 

ion 


図 4-6-5 SNMP マネージ巾の設定 


画面の説明 


SNMP Manager 
List 

現在設定されている SNMP マネージャの設定を表示します。 

No . 

SNMP マネージャのエントリ涅号です。 

Status 

SNMP マネージャの状態を表示します。 

Enabled 

SNMP マネージャがち効であることを表します。 

Disabled 

S N M P マネージャは無効であることを表します。 

Privileae 

SNMP マネージャのアクセス権限を表示します。 

Read-Write 

読み書きともに巧能です。 

Read-Only 

読み取0のみ巧能です。 

IP Address 

SNMP マネージャの IP アドレスを表示します。 

Community 

SNMP にてアクセスをする際のコミュニティ名を表示します。 
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ここで使用できるコマンドは下記の通りです。 


S 

SNMP マネージャの状態を設定します。 


「 S 」 と入力すると、プ□ンプトが 「Enter manager entry number >」 に変わりまずので、設定を行う 
SNMP マネージャのエントリを号を入力してください。その後、プ□ンプトが 「Enable or Disable 
SNMP manager ( E / D )>」 に変わりますので、 SNMP マネージャをち効にする場合は 「 E 」、 無効にす 
る場合はの」を入力してください。 

1 

S 

NMP マネージャの IP アドレスを設定します。 


「1」と入力すると、プ□ンプトが 「Enter manager entry number 〉」 に変わりまずので、設定を斤う 
SNMP マネージャのエント U 香号を入力してください。その後、プ□ンプトが 「Enter IP Address 
for manage り」に変わりますので、 IP アドレスを入力してください。ここで設定された SNMP マネ 
-ジャからのみアクセスができるようになります。 IP アドレスが0.0 .0.0 の場合は、全ての SNMP 
マネージャからアクセスが巧能です。 IP アドレスの設定後に 0.0.0. 0へ戻したい場合は rset 
Manager Status 」 を Disable に設定してから変更してください。 

r 

S 

NMP マネージャのアクセス権限を設定します。 


「「」と入力ずると、プ□ンプトが 「Enter manager entry number 〉」 に変わりますので、設定を行う 
SNMP マネージャのエントリ番号を入力してください。その後、プ□ンプトが 「Enter the 
selection 〉」 に変わりますので、読込専用 ( Read - only ) の場合は「1」を、読み書き巧能 ( Read - write ) 

の場合はじ」を入力してください。 

C 

S 

NMP マネージャのコ5ュニティ名を設定します。 


「〔」と入力すると、プ□ンプトが 「Enter manager entry number 〉」 に変わりますので、 SNMP マ 
ネージ中のエントリ番号を入力してください。その後、プ□ンプトが 「Enter community name for 
manager 〉」 に変わりますので、コミュニティ名を入力してください。 

Q 

上化のメニューに戻ります。 
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4.6.3.b. トラップ送信の設定 (SNMP Trap Receiver Configuration) 

rSNMP Configuration Menu 」 で〕マンド 「 T 」 を選択すると、図ん6-6のような 「SNMPTrap 
Receiver Configuration Menu 」 の画面になります。この画面では SNMP トラップ送信の設定を 
行います。 



図 4-6-6 SNMP トラップ送信の設定 


画面の説明 

Trap Receiver List f 現在設定されているトラップ送信先の IP アドレスとコミュニティ名を表示します。 


No . 

トラップ送信先のエントリ番号です。 

Status 

トラップ送信の状態を表おします。 

Enabled 

トラップを送信します。 

Disabled 

トラップを送信しません。 

IP Address 

トラップ送 f 

画先の IP アドレスを表示します。 

Community 

トラッフ°送信をずる場合に現在設定されているコミュニティ名を表 
术しまず。 
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ここで使用できるコマンドは下記の通りです。 


S 

トラップ送信先の有効/お効を設定しまず。 



「 S 」 と入力すると、プ□ンプトが 「Enter manager entry number 〉」 に変わりますので、設定を 
行うトラップ送信先のエント U 香号を入力してください。その後、プ□ンプトが 「Enable or 
Disable Trap Receiver ( E / D )>」 に変わりますので、 SNMP マネージャをち効にする場合は 「 E 」、 
無効にずる場合は 「 D 」 を入力してください。 

1 

トラップ送信先の1 P アドレスを設定します。 



「1」と入力すると、プ□ンプトが 「Enter manager entry number 〉」 に変わりますので、設定を 
行うトラップ送信先のエントリ香号を入力してください。その後、プ□ンプトが 「EnterlP 
Address 干 or trap receiver 〉」 に変わりますので、 IP アドレスを入力してください。 

D 

U ンク状態変更時のトラップ送出について設定します。 



「 d 」 と入力すると、画面が 「 Enable/Disable Individual Trap Menu 」 に変わります。 

詳細な設定については巧項 (4.6.3. C ) を参照ください。 

C 

トラップ送信先のコミュニティ名を設定しまず。 



「〔」と入力ずると、プ□ンプトが 「Enter manager entry number 〉」 にので、設定を行うトラッ 
プ送信先のエントリ番号を入力してください。 その後、 プ□ンプトが 「Enter community name 
for trap receiver 〉」 に曽わりますので、コミュニティ名を入力してください。 

Q 

上化のメニューに戻ります。 
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4.6.3. C . リンク状態変更時のトラップ送出 ( Enable/Disable Individual Trap Menu ) 

rSNMP Trap Receiver Configuration 」 で〕マンド Td 」 を選択すると、図4"6-7のような 
FEnable/Disable Individual Trap Menu 」 の画面になります。この画面では各ポートのリンク状 
態が変更された際のトラップ送出の設定を巧います。 


搜 ぉぶ で/如ら孤 f 计 

^ ■■解。 

File Edit Setup Control Window Help 



PN 27059 Local Management System 

SNMP Trap Receiver Configuration -> Enable/Disable Individual Trap Menu 




SNMP Authentication Failure 
Enable Link Up/Down Port ： 


Disabled 


〈COMMAND〉 


Enable/Disable [A]uth Fail Trap 
Add Link Up/Down Trap [P]orts 
[D]elete Link Up/Down Trap Ports 
[Q]uit to previous menu 


Cofnmaind> 


Enter the character 


国 


面 

square brackets to sel 

1 ect opt 1 

ion 


図 4-6-7 iJ ンク状態変更時のトラツフ°送出の設定 


画面の説明 


SNMP 

Authentication 

Failure 

SNMP の認証に失敗した際のトラップ送化のち効-無効の設定を表示しまず。 

Enabled 

トラッフ’送出を有効にします。 

Disabled 

トラップ送出を無効にします。（工場出荷時設定） 

Enable Link 
Up/Down Port 

リンク状態が変更された際にトラップの送出がされる対象ポート番号を表示します。エ 
場出荷時は選択されていません。 


ここで使用できるコマンドは下記の通0です。 


A 

U ンク状態変更時のトラップ送出の有効/無効を設定しまず。 



「 A 」 と入力すええると、プ□ンプトが 「Enable or Disable SNMP Authentication trap ( E / D)>J 
に変わりますので、トラップ送出を有効にする場合は 「 E 」、 無効にする場合は 「 D 」 を入力してくだ 
さい。 

P 

U ンク状態変更時のトラップ送出の対象ポートを追加しまず。 



「 P 」 と入力すると、プ□ンプトが 「Enter port number 〉」 に変わりますので、トラップ送出の対象 
としたいポート番号を入力してください。 

D 

リンク状態変更時のトラップ送出の対象ポートを削除します。 



の」と入力すると、プ□ンプトが 「Enter port number 〉」 に変わりますので、トラップ送出の対象 
タトとしたいポート番号を入力してください。 

Q 

上化のメニューに戻ります。 
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Enabled Auto (lOOF) Disabled Disabled Disabled 
Enabled Auio (100F) Dt か bled Disabled Di か bled 
En6i)led Auto (lOOF) Disabled Disabled Disabled 
Enabled Auto <100F) Oi な bled Disabled Disabled 
Enabled Auto Disabled Disabled Enabled 


1 10/100TX 
2 lO/IOOTX 
310/ け 0 な 
4lO/IOOTX 
5lO/IOOTX 


.<CGIiUND>. 

Set [A]dbin Status Set [F] lo» Control Set 皮]が P&ckel Forwrdin* 

Set Mode は 】 et Auio-MDI [0]uii to previous menu 



図 4-6-8 各ポートの設定 


4.6.4. 各ホートの設定 (Port Configuration) 

「Basic Switch Configuration Menu 」 でコマンド 「 P 」 を選おすると、図 4-6-8 のような 「 Po け 
Configuration Menu 」 の画面になります。この画面では各ポートの状態表示およびポートの設 
定を行います。 


@ Ta/aT=f/iij'- '■>? 

口， 

が。を切 > Control かか vf かわ 


PK 27053 Local Manftteiienl み stai 

Bmic Switch Conf icur«t ion -> Port Conficurat ion Basic 



れパ Type Link Adnm Mode Flov Ctrl EAf Pkl Ff Auto-MDI 


か化か化 < 
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画面の説明 


Port 

ポート香号を表します。 

Type 

ポートの種類を表します。 

10/100 TX 

10/100 BAS E - TX を表します。 

Link 

現在の U ンクの状態を表しまず。 

Up 

U ンクが正苗に確なした状態を表します。 

Down 

リンクが確なしていない状態を表します。 

Admin 

現在のポートの状態を表しまず。工場出荷時は全て 「 Enabled 」 に設定されています。 

Enabled 

ポートが使用可能です。 

Disabled 

ポートが使用不可です。 

Mode 

通信速度、 を r 二 

^^二重の設定状態を表します。工場出荷時は全て 「 Auto 」 に設定されていまず。 

Auto 

オートネゴシエーションモード 

100 -FDx 

100 Mbps 全二重 

100 -HDx 

100 Mbps 半二重 

10 -FDx 

10 Mbps 全二重 

10 -HDx 

10 Mbps 半二重 

Flow Ctrl 

フ□ーコント□ールの設定状態を表します。工場出巧時は全て 「 Disable 山に設定されてい 
まず。 

Enabled 

フ□-コント□-ル中であることを表します。 

Disabled 

フ□-コント□-ルをしていないことを表します。 

EAP Pkt FW 

EAP Packet 

定されていま 1 
設定します 。 E 

forwarding 機能の設定状態を表します。工場出荷時は全て 「 Disabled 」 に設 
f 。 IEEE 802. IX 認証で使用ずる EAP パケットを転送する場合は 「 Enabled 」 に 
: AP パケットを破棄する場合は 「 Disabled 」 に設定します。 

Enabled 

EAP Packet Forwarding 機能がち効であることを表します。 


Disabled 

EAP Packet Forwarding 機能が無効であることを表します。 

Auto—MDI 

Auto - MDI 機能の設定状態を表しまず。工場出荷時設定ではポー H 〜4は 「 Disabled 」、 
ポート引ま 「 Enabled 」 に設定されています。 

Enabled 

Auto — MDI 機能が有効であることを表しまず。 

Disabled 

Auto - M D 1機能が無効であることを表しまず。 
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ここで使用できるコマンドは下記の通0です。 


A 

各ポートの状態を設定しまず。 



「 A 」 を入力するとプ□ンプトが rSet admin status->Enter port number >」となりますので、変 
要したいポート香号を入力してください。全ポートを一度に変更する場合はポート香号を「0」と入 
力してください。その後プ□ンプトが 「Enable or Disable port # ( E / D )>」 となりますので、有効 
( Enabled ) にする場合は 「 E 」 を、無効 ( Disabled ) にする場合はの」を入力してください。設定完 
了後に上部の表示が更新されまず。 

M 

各/- 

If ートの速度と全/半二重を設定しまず。 



「 M 」 を入力するとプ□ンプトが rSet mode->Enter port number 〉」 となりまずので、変更したい 
ポート香号を入力してください。全ポートを一度に変更する場合はポート香号を「0」と入力してく 
ださい。すると、プ□ンプトが 「Enter new mode for port # ( a / h / H / f / F )>」 となりますので、設 
定したいモードを選択してください。選択するキーの意味はな下の通りとなります。設定完了後に 
上部の表示が更新されます。 



a 

才ートに設定 



h 

10 Mbps 、 半二重に設定 



H 

100 Mbps 、 半二重に設定 



f 

10 Mbps 、 全二重に設定 



F 

100 Mbps 、 全二重に設定 

F 

フ□ー コント□ールのち効/無効を設定しまず。 



「 F 」 を入力するとプ□ンプトが rSet flow control->Enter port number >」となりますので、変更 
したいポート番号を入力してください。全ポートを一度に変更する場合はポート番号を「0」と入力 
してください。すると、プ□ンプトが 「Enable or Disable flow control for port # ( E / D )>」 とな 
りますので、有効 （ Enabled ) にする場合は 「 E 」 を、お効 ( Disabled ) にする場合はの」を入力し 
てください。え得え設定が変更されると上部の表示电自動的に変更されます。設定完了後に上部の 
表示が自動のに更新されます。 

E 

EA 

P Packet Forwarding の有効/無効を設定します。 



「 E 」 を入力するとプ□ンプトが TSet EAP packet forwarding->Enter port number >」となりま 
すので、変更したいポート番号を入力してください。全ポートを一度に変更する場合はポート香号 
を「0」と入力してください。すると、プ□ンプトが 「Enable 〇 「 Disable EAP forward status for 
all po け s ( E / D )>」 となりまずので、有効 （ Enabled ) にする場合はのを、無効 ( Disabled ) にす 
る場合はの」を入力してください。設定完了後に上部の表示が更新されます。 

S 

AUTO - MDI のち効/お効を設定をします。 



「 S 」 を入力するとプ□ンプトが TSet auto - MDI->Enter port number >」となりますので、変更し 
たいポート香号を入力してください。全ポートを一度に変更ずる場合はポート香号を「0」と入力し 
てください。すると、プ□ンプトが 「Enable or Disable auto-MDI for all ports ( E / D )>」 となり 



ますので、 

有効 （ Enabled ) にする場合はのを、無効 （ Disabled ) にずる場合はの」を入力して 



ください。設定完了後に上部の表示が更新されまず。 

Q 

上化のメニューに戻ります。 


ごを意：この画面はポートの状態を表示していますが、表示内容は自動的に更新されません。最 
新の状態を表示するには何らかのキー入力を巧なってください。 
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4.6.5. アクセス条件の設定 (System Security Configuration) 

「Basic Switch Configuration Menu 」 で〕マンド 「 S 」 を選択すると、図4"6-9のような 
「System Security Configuration 」 の画面になります。この画面では設定 • 管理時に本装置にア 
クセスする際の諸設定を行います。 



図 4-6-9 アクセス条件の設定 


画面の説明 


Console UI Idle 

Timeout 

コンソールの入力が無い場合にセッションを切断するまでの時間を巧単位で表おしま 
す。工場出荷時は5分に設定されています。 

Telnet UI Idle 

Timeout 

Telnet でリモート接続している場合に入力が無い場合にセッションを切断ずるまでの 
時間を分単ので表示します。工場化荷時は5巧に設定されています。 

Telnet Server 

Telnet でのアクセスを許巧するかどラかを表示します。 

工場出荷時は 「 Enabled 」 に設定されています。 

Enabled 

アクセス巧 

Disabled 

アクセス不可 

SNMP Agent 

SNMP でのアク1 
工場出荷時は 「D 

[2 スを許可するかどラかを表示しまず。 
sabled 」 に設定されていまず。 

Enabled 

アクセス巧 

Disabled 

アクセス不可 

IP Setup Interface 

Panasonic 製ネットワーワカメラに同 t 困されている IP アドレス設定ソフトウェアでの 
アクセスを可能にするかどラかを表示します。 

工場出荷時は 「 Enabled 」 に設定されています。 

※を意事項などにつきましては、付録 C をご確認ください。 

Enabled 

アクセス巧 

Disabled 

アクセス不可 

Local User Name 

現在設定さ苗 
工場出荷時1 

れている□ブインする際のユーザー名を表示しまず。 

ま 「 manager 」 に設定されていまず。 
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Syslog Transmission 

Syslog サーバへのシステ厶□ブ送信状態を表示しまず。 

工場出荷時は 「 Disable 山に設定されていまず。 

Enabled 

Syslog サーバヘシステ厶□ブを送信する。 

Disabled 

Syslog サーバヘシステ厶□ブを送信しない。 


ここで使用できるコマンドは下記の通りです。 


C 

コンソールで接続している場合にセッションを切断するまでの時間を分単ので設定します。 



に」と入力ずるとプ□ンプトが 「Enter console idle timeout 〉」 と変わります。ここで〇〜60(分） 
までの値を設定してください。日と設定した場合は自動切断しなくなります。 

下 

Tel 

net で接続している場合にセッシヨンを切断するまでの時間を分単ので設定します。 



「 T 」 と入力ずるとプ□ンプトが 「Enter new telnet idle timeout 〉」 と変わります。ここで 1 〜 

60(分)までの値を設定してください。 

N 

□ブインずる隱のユーザー名を変更しまず。 



「 N 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter current password 〉」 と変わりますので、規在のパスワード 
を入力してください。パスワードが正しい場合、プ□ンプトが 「Enter new user name 〉」 と変わ 
りますので、新しいユーザー名を半角12文宇で入力してください。 

P 

□ ブインずる隱のパスワードを変更します。 



「 P 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter old password 〉」 と変わりまずので、現在のパスワードを入 
力してください。パスワードが正しい場合、プ□ンプトが 「Enter new password 〉」 と変わります 
ので、新しいパスワードを半角12文字で入力してください。入力すると確認のためプ□ンプトが 
「Retype new password 〉」 となりますので新しいパスワードを再入力してください。 

1 

Tel 

net でのアクセスを巧能にするかどラかを設定しまず。 



「 U と入力するとプ□ンプトが 「Enable 〇 「 Disable telnet server ( E / D )>」 と変わります。 

アクセス可能にするには 「 E 」 を、アクセスできなくずるには「0」を入力してください。 

S 

SN 

MP でのアクセスを巧能にするかど5かを設定します。 



「 S 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enable or Disable SNMP Agent ( E / D )>」 と変わります。 

アクセス可能にするには 「 E 」 を、アクセスできなくずるには「0」を入力してください。 

A 

Tel 

net にて本装置へアクセスする機器を制限ずる設定を巧いまず。 



「 A 」 と入力すると Telnet Access Limitation Menu に移動します。ここでの設定については巧項 
(4.6.5.a) を参照してください。 

Y 

Syslog サーバへシステム□ブを送信ずるかどうかを設定します。 



「 Y 」 と入力するとプ□ンプトが 「 Enable/Disable S [ y]slog Transmission 」 と変わります。 

Syslog サーバへシステム□ブを送信する設定にするならば 「 E 」 を、送信しないならば「0」を入力し 
てください。 

R 

IEEE 802. IX 認証で使用する RADIUS ( Remo 1 :e Authentication Dial In User Service ) サーバの 
アクセス設定を行いまず。 



「 R 」 と入力すると RADIUS Server Configuration Menu に移動しまず。ここでの設定については 
次項 (4.6.5.b) を参照してください。 

G 

Syslog サーバへシステ厶□ブを送信する条件の設定を行います。 



「 G 」 と入力すると Syslog Transmission Configuration Page に移動します。ここでの設定につい 
ては次項 (4.6.5.C) を参照してください。 

1 

Panasonic 製ネットワーワカメラに同相されている IP アドレス設定ソフトウ i アでのアクセスを可能 
にずるかどラかを設定しまず。 



川と入力するとプ□ンプトが 「Enable 〇 「 Disable IP setup interface ( E / D )> J と変わります。 
アクセス可能にするには 「 E 」 を、アクセスできなくするには「0」を入力してください。 

Q 

上化のメニューに戻ります。 
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4.6.5.a. Telnet アクセス制限の設定 (Telnet Access Limitation Configuration) 

「System Security Configuration 」 で〕マンド 「 A 」 を選択すると、図 4-6-10 のような 「Telnet 
Access Limitation 」 の画面になります。この画面では Telnet にて本装置へアクセスする機器の制 
限を行います。 



図ん6-10 Telnet アクセス制限の設定 
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ここで使用できるコマンドは下記の通りです。 


E 

Telnet からのアクセス制限の有効-無効を設定します。 

E 

アクセス制限を有効にします。 

D 

アクセス制限を巧効にします。 

A 

許可ずる IP アドレスを設定します。5つの範囲を設定できます。 


「 A 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter IP address entry number >」 と変わりまずので 1 〜 5 の間 
でエント U 香号を入力してください。プ□ンプトが 「Enter IP address 〉」 と変わりますので、ア 
クセス許可する IP アドレスを入力して下さい。 IP アドレスが正しい場合、プ□ンプトが 「Enter 
subnetwork mask > J と変わりますので、アワセス許巧ずる IP アドレスの範囲をマスクで入力し 
てください。 

(設定例） 

No . IP Address Subnet Mask アクセス許巧された IP アドレス 

1 192.168 .1.10 255.255 .255. 255192.168 .1.10 

(1 台のみアクセスが可能） 

2 192.168 .1.20 255.255 .255. 254192.168.1.20、192.168 .1.21 

(2 台のアクセスが可能） 

3 192.168 .2.1 255.255 .255. 128192.168 .2.1 〜192.168 .2. 127 

(127 台のアクセスが可能） 

4 192.168 .3.1 255.255 .255.0 192.168 .3.1 〜192.168 .3. 254 

(254 台のアクセスが可能） 

D 

設定した IP アドレスの範囲を削除します。 


「 D 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter IP address entry number 〉」 と変わりますので削除した 
いエントリ香号を入力してください。 

M 

設定した IP アドレスの範囲を変更します。 


「 M 」 と入力ずるとプ□ンプトが 「Enter IP address entry number 〉」 と変わりまずので 1 〜 5 の間 
でエントリ香号を入力してください。プ□ンプトが 「Enter IP address 〉」 と変わりまずので、設 
定した IP アドレスを入力して下さい。プ□ンプトが 「Enter subnetwork mask >」 と変わります 
ので、アクセス許可する IP アドレスの範囲をマスクで入力してください。 

Q 

上化のメニューに戻ります。 
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4.6.5.b. RADIUS の設定 (RADIUS Configuration) 


「System Security Configuration 」 で〕マンド 「 R 」 を選択すると、図 4-6-1 1のような 「RADIUS 
Server Configuration Menu 」 の画面になります。この画面では IEEE 802. IX 認証で使用する 
RADIUS サーバへのアクセス設定を行います。 



図ん6-11 RADIUS の設定 


画面の説明 


Server IP 

Address 

RADIUS サーバの IP アドレスを表示します。 

Shared Secret 

認証の際に用いるな通鍵 (Shared Secret ) を表示します。サーバ側とクライアント側で 
同じ設定にずる必要があ0、通苗システム管理をが設定します。 

Response Time 

RADIUS サーバへの認証要求に対ずる最大待機時間を表おします。工場出荷時は10秒 
に設定されています。 

Maximum 

Retransmission 

RADIUS サーバへの認証要あが再送される回数を表おします。工場出荷時は3回に設定 
されていまず。 


ここで使用できるコマンドは下記の通0です。 


1 

RADIUS サーバの IP アドレスを設定します。 



「 A 」 と入力すると表示が 「Enter IP address for RADIUS server 〉」 となりまずので、 IP アドレスを入 
力してください。 

C 

RADIUS サーバの巧通鍵を設定しまず。 



「 CI と入力するとプ□ンプトが 「Enter secret string for server 〉」 に変わりますので、半角20文字しソ 
内で入力してください。 

R 

認証要あに対して RADIUS サーバが広答するまでの待機時間を設定します。 



「 R 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter response time >」 に変わりますので、1〜120(砂)までの値を 
入力してください。 

M 

認証要あが再送される最高回数を設定します。 



「 M 」 と入力ずるとプ□ンプトが 「Enter maximum retransmission 〉」 に変わりまずので、1〜254ま 
での整数を入力してください。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 
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4.6.5.c. Syslog の送信設定 (Syslog Transmission Configuration) 

「System Security Configuration 」 でコマンド TG 」 を選択すると、図 4-6-1 2のような 「Syslog 
Transmission Configuration Page 」 の画面になります。この画面ではシステム□ブを送信する 
Svsiog サーバ情報の設定を行います。 



図 4-6-1 2 Syslog の送信設定 


画面の説明 


Status 

Syslog Transmission の状態を表示します。 

IP Address 

Syslog サーバの IP アドレスを表示します。 

Facility 

Fa d 1 ity の値を表示します。 

Include 

SysName/IP 

追如する情報を表示しまず。 

bysName 

送信するシステム□ブに本裝置の SysName を追加します。 

IP address 

送信するシステム□ブに本装置の IP Address を追加します。 
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ここで使用できるコマンドは下記の通りです。 


S 

Sysloa Transmission のが態を設定しまず。 



「 S 」 と入力すると表示が 「Enter manager entry number >」 となりますので、設定したい No . を入力 
してください。その後プ□ンプトが 「Enable or Disable Server ( E / D )>」 と変わりますので、有効に 
する場合は 「 E 」 を、巧効にする場合は 「 D 」 を入力してください。 

F 

Facillity を設走します。 



「 F 」 と入力ずると表示が 「Enter manager entry number >」 となりますので、設定したい No . を入力 
してください。その後プ□ンプトが 「Enter Server Facility 〉」 と変わりますので、〇〜 7( Loca に〜 
Local ?) までの値を入力してください。 

1 

Syslog サーバの IP アドレスを設定します。 



「1」と入力すると表示が 「Enter manager entry number 〉 」 となりますので、設定したい No . を入力 
してください。その後プ□ンプトが 「Enter IP address for manager 〉」 と変わりますので 、 Syslog 
サーバの IP アドレスを入力してください。 

Y 

送信するシステム□ブに追加する情報を設定しまず。 



「丫」と入力すると表示が 「Enter manager entry number 〉」 となりますので、設定したい No . を入力 
してください。その後プ□ンプトが 「Enter Include Information 〉」 と変わりますので、本装置の 
SysName を追加ずる場合は rs 」 を、 IP アドレスを追加する場合は「1」を、追加しない場合は 「 N 」 を入 
力してください。 

C 

Syslog Transmission の設定情報を初期化します。 



「〔」と入力すると表示が 「Enter manager entry number 〉」 となりますので、初期化したい No . を入 
力してください。その後プ□ンプトがに lear syslog server information ( Y / N )」 と変わりますので、 
初期化する場合は 「 Y 」 を、初期化しない場合は 「 N 」 を入力してください。 

Q 

上化のメニューに戻ります。 
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4.6.6. MAC アドレステーブルの参照 (Forwarding Database) 

「Basic Switch Configuration Menu 」 で〕マンド 「 F 」 を選択すると、図ん6-13のような 
「Forwarding Database Information Menu 」 の画面になります。この画面では、パケットの転 
送に必要な学習され記憶されている MAC アドレスのリストを表示します。 

また、静的に MAC アドレスの追加-削除を行えます。 






ファイルた）おをを）說定ち）コント□ールり）ウィンド 

ク処）ヘルプお） 


PN 27059 Local Management System 

Basic Switch し onfiguration -> Forwarding Dataoase Menu 

口 1 


[S]tatic Address Table 
M[A]C Learning 
Display MAC Address by 
Display MAC Address by 
Display MAC Address by . 
[Q]uit to previous menu 


ort 

AC 

ID 


Command> 


図 4-6-13 MAC アドレステーブルの参照 


画面の説明 


Static Address Table 

フォワーディンブデータベースの MAC アドレスの追加-削除を行いま 
す。 

MAC Learnig 

MAC アドレス学習モードの設定をします。 

Display MAC Address by 
Port 

ポート毎の MAC アドレステーブルを表示します。 

Display MAC Address by 
MAC 

登録されている全ての MAC アドレスを表示します。 

Display MAC Address by 

VID 

VLAN 毎の MAC アドレステーブルを表示します。 

Quit to previous menu 

上化のメニューに戻ります。 
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4.6.6.a. MAC アドレスの追加 • 削除 

「Forwarding Database Information Menu 」 でコマンド 「 S 」 を選択すると、図 4-6-14 のよう 
な 「Static Address Table Menu 」 の画面になります。この画面では、静的に MAC アドレスの追 
加-削除を行えます。 




ファイルの厢実を）試ミ留コントロ - ル域ウィン朽地〜 1 レブ祖） 



PN 27059 Local Management System 

forwarding Database -> Static Address Table Menu 


口 I 


MAC Address 


Port VLAN ID 


- <command> — 


Nlext Page 
revious Page 
dd New Entry 


[D]elete Entry 

[Q 」 u け to previous menu 


Command> f 


図 4-6-14 MAC アドレスの追加-削除 


画面の説明 


MAC Address 

静的に登録された MAC アドレスを表示します。 

Port 

MAC アドレスの属するポートを表示します。 

VLAN ID 

MAC アドレスの属する VLAN ID を表示します。 


ここで使用できるコマンドは下記のとお0です。 


N 

巧のページを表示します。 



「 N 」 と入力すると巧のページを表示します。 

P 

前のページを表おします。 



「 P 」 と入力すると前のページを表示しまず。 

A 

MAC アドレスを追如登録しまず。 



「 A 」 と人力すると表示が 「Enter MAC Add 「 ess ( xx : xx : xx : xx : xx : xx )」 となりますので、追加するアド 
レスを入力してくださし、。 

D 


登録された MAC アドレスを削除します。 



「 D 」 と入力すると表示が 「Enter MAC Add 「 ess ( xx : xx : xx : xx : xx : xx )」 となりまずので、削除するアド 
レスを入力してくださし、。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 
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4.6.6.b. MAC アドレスの学習モードの設定 

「Forwarding Database Information Menu 」 でコマンド 「 A 」 を選択すると、図 4-6-15 のよう 
な 「MAC Learning Menu 」 の画面になります。この画面では、ホ°ート毎の MAC アドレスの学習 
モードの設定を行えます。 



図 4-6-1 5ポート毎の MAC アドレスの学習モード 


画面の説明 


Port 

ポート番号を表示しまず。 

MAC Learning 

ポート毎に、 MAC アドレスを自動学習で行うか、 MAC アドレスの学習を OFF にする 
を表示します。 

Auto 

ポート毎に MAC アドレスを自動自勺に学習します。（化巧時設定） 

Disabled 

ポート毎に MAC アドレス学習を OFF にしまず。 


ここで使用できるコマンドは下記の通0です。 


S 

ポート毎に MAC アドレスの学習機能を切り替えます。 


「 S 」 と入力ずるとプ□ンプトが 「Select port number to be changed 〉」 に変わりますので、設定 
変更を行うポート番号を入力してください。その後、プ□ンプトが 「Change MAC Learning Mode 
for port X ( A / D )> J に変わりまずので、 MAC アドレスの自動学習させる場合は 「 A 」 、 MAC アド 
レス学習を OFF にさせる場合は 「 D 」 を選択してください。 

ポート毎に MAC アドレス学習機能を OFF にし 、 「Static Address Table Menu 」 で静的に登録さ 
れた MAC アドレスがない場合は通信不可能な状態となります。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 
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4.6.6. C . ポート毎の MAC アドレステーブルの表示 

「Forwarding Database Information Menu 」 でコマンド 「 P 」 を選択すると、プ□ンプトが 
「Enter port number 〉」 に切り変わりますので、ここでポート番号を指定することにより、図 
4-6-1 6のような 「Display MAC Address by Po け」の画面になります。この画面では、ポート毎 
の MAC アドレステーブルの表示を行えます。 


iP 巧ぶな isJddiJ 山 加*もが ® 

替因 

ファイルの漏実の設定を）〕ント日 - ルり）ウィンドウ地）ヘルフお） 

PN 27059 Local Management System 

forwarding Database Menu -〉 Display MAC Address by Port 

国 


Age-Out Time ： 300 Sec. 
MAC Address Port 


Selected Port : 1 


ext Page 

revious Page 

uit to previous menu 


<C0MMAND> 


な 

t Command 〉 

— 


Set [A]ge-0ut time 
に ] elect Port No 


図ん6-1 6 ポート毎の MAC アドレステーブルの表示 


画面の説明 


Age-Out Time : 

MAC アドレステーブルを保をする時間を表示します。最後にパケットを受信してから 
の時間とな0ます。工場出荷時は300秒 （5 分）に設定されています。 

Select Port : 

選択したポート番号を表示しまず。 

MAC Address 

MAC アドレステーブル内の MAC アドレスを表示します。 

Port 

MAC アドレスの属していたポートを表示しまず。 


ここで使用できるコマンドは下記のとお0です。 


N 

巧のページを表示します。 



「 N 」 と入力すると巧のポートを表示します。 

P 

前のページを表おします。 



「 P 」 と入力すると前のポートを表示しまず。 

A 

MAC アドレスの保管時間を設定します。 



「 A 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter new age-out time 〉」 と変わりますので、時間を秒単位で 

15〜3600の間で設定してください。 

S 


表おするポートを切り替えます。 



「 S 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter port number 〉」 に変わりまずので、表示したいポート香号 
を入力してくださし、。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 


ごを意 MAC アドレステー刀レ上に登録された MAC アドレスの機器がリンクダウンした場合も、 

Age-Out Time で設定した時間の間、 MAC アドレス情報は装置内に保持されます。 
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4.6.6.d. 全ての MAC アドレスの表示 

「Forwarding Database Information Menu 」 でコマンド 「 M 」 を選択すると、図 4-6-17 のよう 
な 「Display MAC Address by MA 。 の画面になります。この画面では、本装置の全ての MAC 
アドレステーブルの表示を巧えます。 



図ん6-17全ての MAC アドレスの表示 


画面の説明 


Age-Out Time : 

MAC アドレステーブルを保をする時間を表示しまず。最後にパケットを受信してから 
の時間とな0ます。工場出荷時は300砂 （5 分）に設定されています。 

MAC Address 

MAC アドレステーブル内の MAC アドレスを表示します。 

Port 

MAC アドレスの属していたポートを表示しまず。 


ここで使用できるコマンドは下記のとお D です。 


N 

巧のページを表示します。 



「 N 」 と入力すると巧のポートを表示します。 

P 

前のページを表示します。 



「 P 」 と入力すると前のポートを表示します。 

A 

MAC アドレスの保管時間を設定します。 



「 A 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter new age-out time 〉」 と変わりまずので、時間を秒単位で 

15〜3600の間で設定してください。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 


ごを意 MAC アドレステー刀レ上に登録された MAC アドレスの機器がリンクダウンした場合も、 

Age-Out Time で設定した時間の間、 MAC アドレス情報は装置内に保持されます。 
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4.6.6. e . VLAN 毎の MAC アドレステーブルの表示 

「Forwarding Database Information Menu 」 でコマンド 「 V 」 を選巧すると、プ□ンプトが 
「Enter VLAN ID >」 に切り変わりますので、ここで VLAN ID を指定することにより、図 4-6-18 の 
ような 「Display MAC Address by VLAN ID 」 の画面になります。この画面では、 VLAN 毎の MAC 
アドレス テーブルの 表示を行えます。 




ファイルの漏集を）設ミを）コント日 - ルり）ウィン朽処）ヘルプお） 

PN 27059 Local Management System 

Forwarding Database Menu -> Display MAC Address by VLAN ID 

口 1 


Age-Out Time ： 300 Sec. 
MAC Address Port 


Selected VLAN ID:1 


N]ext Page 
P,revious Page 
Q]uit to previous menu 
Command) 


〈 COMMAND 〉 


Set [A] が - Out t i me 
[Slelect VLAN ID 


図 4-6-18 VLAN 毎の MAC アドレステーブルの表示 


画面の説明 


Age-Out Time : 

MAC アドレステーブルを保をする時間を表示しまず。最後にパケットを受信してから 
の時間とな0ます。工場出荷時は300砂 （5 分）に設定されています。 

Select VLAN 

ID : 

選択した VLAN ID を表示します。 

MAC Address 

MAC アドレステーブル内の MAC アドレスを表示します。 

Port 

MAC アドレスの属していたポートを表示しまず。 


ここで使用できるコマンドは下記のとお0です。 


N 

巧のページを表示します。 



「 N 」 と入力すると巧のポートを表示します。 

P 

前のページを表示します。 



「 P 」 と入力すると前のポートを表示しまず。 

A 

MAC アドレスの保管時間を設定します。 



「 A 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter new age-out time 〉」 と変わりまずので、時間を秒単位で 

15〜3600の間で設定してください。 

S 


表おする VLAN を切り替えます。 



「 S 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter VLAN ID >」 に変わりますので、表示したい VLAN ID を入力 
してください。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 
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ごを意 MAC アドレステーブル上に登録された MAC アドレスの機器がリンクダウンした場合も、 

Age-Out Time で設定した時間の間、 MAC アドレス情報は装置内に保持されます。 
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4.6.7. 時刻同期機能の設定 (SNTP Configuration) 

本機器では、 SNTP(Simple Network Time Protocol ) のサポートにより、外部の SNTP サーバ 
と内蔵時計の同期による正確な時刻設定が巧能です 。 「Basic Switch Configuration Menu 」 で 
コマンド m を選択すると、図 4-6-19 のような 「SNTP Configuration Menu 」 の画面になります。 
この画面では SNTP による時刻同期の設定を巧います。 


m 切が 威が- じ ム}川 i ———* 

File Edit Setup Control Window Help 


■a 細 


PN 27059 Local Management System 

Basic Switch Configuration -> SNTP Configuration Menu 


□ 


Time ( HH:MM：SS ) : 01:36:13 

Date ( YYYY/MM/DD ) : 1900/01/01 


Thursday 


SNTP Server IP : 0.0.0.0 

SNTP Polling Interval : 1440 Min 
Time Zone : (GMT+09：00) Osaka,Sapporo,Tokyo 
Daylight Saving : N/A 


Set SNTP Server I [門 
Set 洲 TP [Ilntervai 
Set Time 口] one 
S[e]t Day Iight Saving 
[Q]uit to previous menu 


《 COMMAND 〉 


Comm8ind> 


Enter the character 


ei 


図 4-6-19 時刻同期機能の設定 


留 r がで 巧? 巧巧况杯巧 


File Edit Setup Control Window Help 

PN 27059 Local Management System Q 

Basic Switch Configuration -> SNTP Configuration Menu 

Time ( HH:MM:SS ) : 18:06:05 

Date ( YYYY/MM/DD ) : 2007/02/01 Thursday 

SNTP Server IP :192.188 .0.10 

SN 作 Polling Interval : 1440 Min 
Time Zone : (GMT+09：00) Osaka,Sapporo,Tokyo 
Daylight Saving : N/A 



<C0MMAND> 


Set SNTP Server I [門 
Set 洲 TP [Ilntervai 
Set Time [2]one 
S [e]t Day Iight Saving 
[Q]uit to previous menu 


Comnmnd> I 


tnter the character 

面 

square brackets to sel 

I ect opti 

ion 



図小6-20時刻同期機能の設定設定後 
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画面の説明 


Time ( HHMMSS ) 

内蔵時計の時刻を表示します。 

Date (丫丫丫 Y / MM / DD ) 

内蔵時計の曰付を設定します。 

SNTP Server IP 

時刻同期を斤ラ SNTP サーバの IP アドレスを表示します。 

SNTP Polling Interval 

SNTP サーバとの時刻同期間隔を表おします。 

Time Zone 

タイムゾーンを表示します。 

Daylight Saving 

Daylight Saving (夏時間)の適用状ミ兄を表示します。 


ここで使用できるコマンドは下記の通0です。 


P 

タト部 SNTP サーバの IP アドレスを設定します。 


「 P 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter new IP address 〉」 と変わりまずので、 SNTP サーバの IP アド 
レスを入力してください。 

1 

SNTP サーバとの時刻同期間隔を設定します。 


「1」と入力するとプ□ンプトが 「Enter Interval Time >」 と変わりますので、 SNTP サーバとの時刻 
同期の間隔を1〜1440(分)の範囲で入力してください。 

工場出荷時は1440分0日)に設定されていまず。 

e 

Daylight Saving (實時間)の適用を設定しまず。 


「 E 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enable or Disable Daylight Saving ( E / D )>」 と変わりますの 
で、夏時間を適用する場合は 「 E 」、 しない場合はの」を入力してください。 

但し、夏時間が適用されないタイムゾーンに設定されている場合は切り誓えができません。通常、 
国内で使用する場合の設定は不要でず。 

Z 

タイ厶ゾーンを設定します。 


「 Z 」 と入力するとタイムゾーンの一覧が表示されますので、該当するタイムゾーンを指定してく 
ださい。 「 S 」 を入力するとプ□ンプトが rselecttimezone > J に変わりますので、番号を選択 
してください。 

通常、国内で使用する場合は工場出荷時設定の 「( GMT +0900) Osal < a , Sapporo , Tol < yo 」 からの 
変更は不要でず。 

Q 

上イ立のメニューに戻ります。 


ごを意： SNTP サーバがファイアウォールの外部にある場合、システム管理者の設定に 

よっては SNTP サーバと接続できない場合があります。詳しくはシステム管理者に 
お問い合わせください。また、時刻同期機能をお効にしたい場合は SNTP Server IP 
を 0 . 0 . 0.0 に設定して再起動してください。 
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4.6.8. ARP テー刀レの設定 (ARP Table) 


「Basic Switch Configuration Menu 」 で〕マンド 「 R 」 を選択すると、図 4-6-21 のような 「ARP 
Table 」 の画面になります。この画面では ARP テーブルの参照および設定を行います。 



図ん6-21 ARP テースレ 


画面の説明 


Sorting Method 

表示する順番を表おします。 

ARP Aae Timeout 

ARP テーブルのエージングタイムアウトを表示します。 

IP Address 

ARP テーブル上にある IP Address を表示しまず。 

Hardware Address 

ARP テーブル上にある Hardware Address を表示しまず。 

Type 

ARP テーブル上にある Type を表示しまず。 
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ここで使用できるコマンドは下記の通りです。 


N 

巧のページを表示しまず。 


「 N 」 と入力すると表示が巧のページに切り替わ0まず。 

P 

前のページを表示しまず。 


「 P 」 と入力すると表示が前のページに切り替わります。 

下 

ARP テーブルのエージングタイムアウトを設定します。 


「 T 」 と入力ずるとプ□ンプトが 「Enter ARP age timeout value 〉」 と変わりますので、 ARP テーブ 
ルのエージングタイムアウトを 3 〇〜 864 〇〇(秒)で設定してください。 

S 

ARP テーブルの表示する順番を選択します。 


「 S 」 と入力するとプ□ンプトが TSSelect method for sorting entry to display ( l / M / T )>」 と変わ 
りますので 、 IP Address の順番を表示する場合は「1」を 、 Hardware Address の順番を表示する 
場合は 「 M 」 を、 Type の順香を表示ずる場合は 「 T 」 を選択してください。 

A 

ARP テーブルのエントリを追加/修正します。 


「 A 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter IP address >」と変わりまずので、 IP アドレスを入力してく 
ださい。入力後 、 「Enter Hardware address >」と変わりまずので、 MAC アドレスを 
ド***********」のように入力してください。 

D 

AR P テーブルのエントリを削除します。 


「 D 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter IP address >」と変わりますので、削除する IP アドレスを入 
力してください。 

Q 

上化のメニューに戻りまず。 
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4.7. 拡張機能の設定 (Advanced Switch Configuration) 

「Main Menu 」 から 「 A 」 を選択すると図 4~7-1 のような 「Advanced Switch Configuration 
Menu 」 の画面にな0ます。この画面では本装置が持つ VLAN や QoS などの機能の設定を行います。 



図 4-7-1 拡張機能の設定 


画面の説明 


VLAN Management 

VLAN に関する設定を行います。 

static Multicast Address 
Conliguration 

マルチキャストトラフィック制御の設定を行います。 

Quality of Service 
Conliguration 

QoS に関する設定を斤います。 

802 .lx Port Base Access 
Control Configuration 

IEEE 802 .IX ポートベース認証機能の設定を行います。 

Power Over Ethernet 
Conliguration 

電源供給の設定を巧います。 

Quit to previous menu 

Advanced Switch Configuration Menu を終了し、メインメニュ 
一に戻りまず。 
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4.7.1. VLAN の設定 (VLAN Management) 


4.7.1. a . 特徴 

• 本装置の VLAN 機能はポートべース VLAN です。 

• IEEE 802 .1 Q に準拠したタギンブに対応しタブのついたパケットの取扱いができ、またパケ 
ットにタブをつけて送信することが巧能で、ポートごとにタブをつ口るかどラか設定可能で 
す。 

• VLAN ID 、 PVID の2つの異なるパラメータをもっています。このパラメータを組み合わせる 
ことによりタブなしのパケットの送信先を制御することができます。 

VLAN ID • • •タブつきのパケットを取り扱う際のタブにつ口られる VLAN ID です。また夕 
ブなしのパケットの場合にもこの I D でポート ぜヴ) レープ化され、この I D を参照 
しパケットの送信先が決定されます。各ポートに複数設定することが巧能です。 

PVID ••- •ポート VLAN ID ( PVID ) は各ポートにひとつだ口設定することができ、タブな 
しのパケットを受信した場合にどの VLAN ID に送信するかをこの ID によって 
決定します。タブつきのパケットの場合はこの ID は参照されず、パケットにつ 
いているタブの VLAN ID が使用されます。 
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4.7.1.b. VLAN 設定の操作 (VLAN Management Menu) 

「Advanced Switch Configuration Menu 」 で〕マンド 「 V 」 を選択すると、図 4-7-2 のような 
rVLAN Manaaement Menu 」 の画面になります。この画面で VLAN に関する設定を巧います。 


留 ' 職蔵 r 巧細巧 ^"""*™"""*""^*" gJi 因 

File Edit Setup Control Window Help 

PN 27059 Local Management System 因 

Advanced Switch Configuration -> VLAN Management Menu 

VLAN ID VLAN Name VLAN Type 

1 Permanent 


-く COMMAND〉 - 

[N]ext Page [C]reate VLAN C [o]nfi t VLAN Member 

[P] rev i ous Page [Djelete VLAN に] et Port Conf ig 

[R]esel VLAN to Default [Q]uit to previous m 饥 u 


Comm8ind> 


Enter the character 


in square brackets to select option 


§ 


図ん7-2 VLAN 設定メニュ ー 


画面の説明 


VLAN ID 

VLAN の VLAN ID を表示します。 

VLAN 

Name 

設定されている VLAN の名前を表示します。 

VLAN Type 

VLAN の種類を表おしまず。 


Permanent 

初期設定の VLAN であることを表しまず。 VLAN は最低1つなくてはなら 
ず、この VLAN は削除できません。 


Static 

新たに設定された VLAN であることを表します。 


ごを意工場出荷時は VLAN ID =1 が設定され、全てのポートがこの VLAN に属しています。 
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ここで使用できるコマンドは下記の通0です。 


N 

巧のページを表示しまず。 



「 N 」 と入力すると表示が巧のページに切0替わ0まず。 

P 

前のページを表示しまず。 



「 P 」 と入力すると表示が前のページに切り替わります。 

C 

新たな VLAN を作成します。 



に」と入力ずると画面が rVLAN Creation Menu 」 へ変わります。内容については巧項 (4.7.1. c ) を 
参照してください。 

D 

設定されている VLAN を削除します。 



の」と入力するとプ□ンプトが 「Enter VLAN ID >」となりますので、肖!)除したし WLAN ID (2〜 

409 4) を人力してください。 

0 

VLAN 内のポート構成を設定します。 



「 0 」と入力するとプ□ンプトが 「Enter VLAN ID >」 となりますので、設定を行いたし WLAN ID (1~ 
4094) を入力してください。すると画面が rconfig VLAN Member Menu 」 に変わります。内容に 
ついては;知頁(4。 7. 1 . d ) を参照してください。 

S 

ポートごとの PVID 設定および確認を巧いまず。 



「 S 」 と入力すると画面が rVLAN Port Configuration Menu 」 に変わります。の容については次項 
(4.7.1. e ) を参照してください。 

R 

VLAN 設定を工場お巧時状態に初期化します。 



「 R 」 と入力すると、プ□ンプトが FAre you sure to reset VLAN configuration to factory 
default ( Y / N )> J となりますので、初期化する場合は 「 Y 」 、初期化しない場合は 「 N 」 を入力し 
てください。 

Q 

上化のメニューに戻ります。 


ごを意：新たに VLAN を作成した場合であっても後述の PVID は連動して変更されません。 
必ずこの画面で登録した後に図ん7'4、図4"7-5の設定画面において設定内容の 
確認を行ってください。 
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4.7.1.c. VLAN の作成 (VLAN Creation Menu) 

「VLAN Management Menu 」 で〕マンド T 。 を選択すると、國ん7-3のような 「VLAN 
Creation Menu 」 の画面になります。この画面で VLAN の新規作成に関する設定を巧います。 


留 'だ巧--描奇-'で如 ' r ‘け 

File Edit Setup Control Window Help 




PN 27059 Local Management System 
VLAN Management -> VLAN Creation Menu 

VLAN ID : 

VLAN Name : 

Port Member 


因: 

ft 


Set VLAN [I]D/Cl]ndex 
Set VLAN [N]ame 
[Q]uit to previous menu 


〈COMMAND〉 


に] elect Port Member 
[A]pply 


Comm8ind> I 


Enter the character 


面 

square brackets to sel 

I ect opti 

ion 


図 4-7-3 VLAN の作成 


画面の説明 


VLAN ID 

作成した し、 VLAN の VLAN ID を表します。 

VLAN Name 

作成した し、 VLAN の VLAN 名を表します。 

Port Member 

作成したし WLAN のメンバーのポート番号を表します。 


ここで使用できるコマンドは下記の通0です。 


I 

VLAN ID を設定します。 



「|」と入力するとプ□ンプトが rSet VLAN ID->EnterVLAN ID >」となりますので、新しい VLAN 

I D (2 〜409 4) を入力してください。 

N 

VLAN の名前を設定します。 



「 N 」 と入力ずるとプ□ンプトが rSet VLAN name->Enter VLAN name >」となりますので、新しい 
VLAN 名を半角リ文字に(内で入力してください。 

S 

VLAN のメンバーを設定します。 



「 S 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter port number >」となりますので、ポート番号 (1 〜 5) を入力し 
てください。ポート番号を複数入力する場合はスペースなしで、カンマで区切るか、連続した数字の 
場合はハイフンで指定してください。 

A 

VLAN を設定します。 



「 A 」 と入力すると反映されます。 

Q 

上化のメニューに戻ります。 


ごを意 VLAN 設定後にそのまま「0」 ( Quit ) を入力すると設定が反映されません。 

作成した VLAN の設定を反映させるには 「 A 」( Apply ) を必ず入力してください。 
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[P] rev 1 005れが 脚 ettove VLM Uefeber 脚 u け to previous 



04-7-4 VLAN 設定の変更 


画面の説明 


VLAN ID 

設定を変更する VLAN の VLAN ID を表します。 

VLAN Name 

設定を変更する VLAN の VLAN 名を表しまず。 

Port 

この VLAN に属ずるメンバーのポート香号を表します。 

Tagging 

「 Yes 」 の場合はタブを使用するポートを表し、 「 No 」 の場合はタブを使用しないポー 
卜を表します。 


ここで使用できるコマンドは下記の通0です。 


N 

巧のページを表示しまず。 



「 N 」 と入力すると表示が;欠のぺージに切り誓わりまず。 

P 

前のページを表示しまず。 



「 P 」 と入力すると表示が前のページに切り替わります。 

C 

VLAN の名前を変更します。 



に」と入力ずるとプ□ンプトが 「Enter new VLAN name >」 となりますので、新しい VLAN 名を半角 
32文字じ(内で入力してください。 

R 

VLAN のポートメンバーから指定のポートを削除します。 



「 R 」 と入力するとプ□ンプトが 「Delete numbei^->Enter port number 〉」 となりますので、削除した 
いポート番号を入力してください。 

A 

変更内容を設定します。 



「 A 」 と入力すると変更した内容が反映されます。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 


4.7.1.d. VLAN メンバーの設定 (Config VLAN Member Menu) 

「VLAN Management Menu 」 でコマンド To 」 を選択し対象の VLAN ID を指定すると、図 4-7-4 
のような rconfig VLAN Member Menu 」 の画面になります。この画面で VLAN の設定を巧いま 
す。 

留 '/ W 。 ん向- 1 刃迁，.パ J 」 巧 

むけおか P Control 义 winkm かわ 

PfC7059 Local llaM 巧 went Systea 一 

VLAN IforMceMent -> Conf i( VUM Ue»ber Menu j 

VLAN ID ： I VLAN Hsm ： 

れ rt Twine 


化か化 
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4.7.1.e. ポート每の設定 (VLAN Port Configuration Menu) 

「VLAN Management Menu 」 で〕マンド TS 」 を選択すると、図 4-7-5 のような 「VLAN Port 
Configuration Menu 」 の画面になります。この画面で VLAN のポート毎の設定を行います。 


留 r さ巧--蔵 ！ T _ 将师严 I 吸""'，''—" 

File Edit Setup Control Window Help 

PN 27059 Local Management System 

VLAN Management -> VLAN Port Configuration Menu 

Port PVID 


2 

3 

4 

5 



因 i 

頁 


<C0MMAND> 


Set Port [V]ID 
[Q]uit to previous menu 


I Command I 


Enter the character in square brackets to select option 


间 I 


図 4-7-5 ポート毎の設定 


画面の説明 


Port 

ポート涅号を表します。 

PVID 

現在そのポートに設定されている PVID(Port VLAN ID ) を表示します。 PVID はタブなし 
のパケットを受信した場合にどの VLAN ID に送信するかを表します。工場出荷時はりこ 
設定されています。タブつきのパケットを受信した場合は、値とは関係なくタブを参照 
し、送信先のポートを;夫定します。 


ここで使用できるコマンドは下記の通 D です。 


V 

PVID を設定しまず。 


「 V 」と入力するとプ□ンプトが rSet PVID->Enter port number >」 となりますので、設定したいポ 
-卜を号を入力してください。その後プロンプトが rEnter PVID for port 冉>」となりまずので、既 
に設定されている VLAN ID の中から変更ずる VLAN ID を入力してください。 

Q 

上化のメニューに戻ります。 


ごを意：本装置はひとつのポートに複数の VLAN を割り当てることができます。新たに VLAN を 
設定した場合、それまでに属していた VLAN と新しい VLAN の両方に属することになり 
ます。したがって、ドメインを分割する場合には今まで属していた VLAN から必ず削除 
してください。 
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4.7.2 .マ J レチキ ャ ストのレープの設定 

(State Mult に ast Address Confiauration) 

「Advanced Switch Configuration Menu 」 で〕マンド 「 A 」 を選択すると、図4"7-6のような 
「Static Multicast Address Table Menu 」 の画面になります。 TV 会議システムや映像•音声配信 
システムのような IP マルチキャストを用いたアプリケーシヨンをご使用になる場合にマルチキャ 
ストパケットが全ポートに送信されることによる帯域の占ちを防ぎます。 



図 4-7-6 マ J レチキヤストのレープの MAC アドレス設定例 

画面の説明 


VLAN ID 

マルチキャストグループの VLAN ID を表示します。 

Group MAC address 

マルチキャストブループの MAC アドレスを表示します。 

Group members 

マルチキャストグループに属しているポートを表示します。 
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ここで使用できるコマンドは下記の通りです。 


N 

巧のページを表示しまず。 


「 N 」 と入力すると巧のページを表示します。 

P 

前のページを表示しまず。 


「 P 」 と入力すると前のページを表示しまず。 

A 

マルチキャストブループ MAC アドレス、メンバーポートを設定しまず。 


「 A 」 と入力すると 「Enter VLAN ID > J となりまずので 、 VLAN ID (1 〜 4094) を入力してください。 
ずるとプ□ンプトが 「Enter MAC address for multicast entry 〉」 となりまずので、マルチキャス 
トグループ MAC アドレスを「************」のように入力してください。そのをプ□ンプト 
が 「Select group member >」 となりまずので、マルチキャストブループに参加させるメンバーポ 
ートを入力してください。 

D 

マ) 

レチキャストブループから削除するメンバーポートを設定しまず。 


「 D 」 と入力すると 「Enter VLAN ID > J となりまずので 、 VLAN ID (1 〜 4094) を入力してください。 
するとプ□ンプトが 「Enter MAC address for multicast entry 〉」 となりまずので、マルチキャス 
トグループ MAC アドレスを「************」のように入力してください。そのをプ□ンプト 
が 「Select group member 〉」 となりまずので、マルチキャストブループから外ずメンバーポート 
を入力してください。 

Q 

上化のメニューに戻ります。 
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4.7.3. QoS の設定 (Quality of Service Configuration) 

「Advanced Switch Configuration Menu 」 で〕マンド 「 S 」 を選択すると、図 4-7-7 のような 
[Quality of Service Configuration Menu 」 の画面になります。ここでは本装置の QoS(Quality 
of Service ) に関する設定が巧能です。 



図 4-7-7 QoS の設定 


ここで使用できるコマンドは下記の通 D です 


下 

バケツ トによる QoS の設定画面に移動します。 


「 T 」 と入力すると画面が 「Traffic Class Configuration Menu 」 に変わります。ここでの設定の容 
については巧項 (4.7.3. a ) を参照してください。 

Q 

上化のメニューに戻ります。 
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4.7.3.a. パケットによる QoS の設定 (Traffic Class Configuration Menu) 

「Quality of Service Configuration Menu 」 で〕マンド IT 」 を選択すると、図 4-7-8 のような 
「Traffic Class Configuration 」 の画面になります。この画面ではパケットによる QoS の設定を行 
います。 



図 4-7-8 パケツトによる QoS の設定 


画面の説明 


QoS hiatus 

IEEE 802 . Ip を使った QoS 機能のステータスを表示します。 

Enabled 

QoS がち効です。 

Disabled 

QoS が無効です。（工場出荷時設定） 

Priority 

パケットの Tag の中の Priority の値を表示します。 

Traffic Class 

パケットの優先順化を表おします。 


ここで使用できるコマンドは下記の通0です 


S 

QoS 機能のち効/無効を切0替えます。 


rsj と入力するとプ□ンプトが 「Enable or Disable QoS ( E / D )>」 となりまずので、使用ずる場合 
は 「 E 」 を、使用しない場合は 「 D 」 を入力してください。 

M 

IEEE 802.けの Priority 値に優先順位 (Traffic Class ) を割り当てます。 


「 M 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter priority 〉」 となりまずので、割り当てを巧う Priority 値 (0 
〜 7) を入力してください。その後、プ□ンプトが 「Enter traffic for priority 冉>」に変わりますので 
Traffic Class (0 〜 3) を入力してください。 

Q 

上化のメニューに戻ります。 
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4.7.4. IEEE 802 .1X ポートベース認証機能の設定 

(Port Base Access Control Configuration) 

「Advanced Switch Configuration Menu 」 でコマンド 「 X 」 を選巧すると、図 4-7-9 のような 
「Port Based Access Control Configuration Menu 」 の画面になります。この画面では 
IEEE 802. IX 準拠のポートベース認証機能についての設定を行うことができます。認証方式は 
EAP - MD 5/ TLS / PEAP をサポートしています。 



図 4-7-9 IEEE 802. IX ポートベース認証機能の設定 


画面の説明 


NAS ID 

認証 ID(NAS Identifier ) を表おしまず。 

Port No 

ポートのを号を表示します。 

Port Status 

認証のが態を表示します。下記の Port Control 設定を反映します。 

Unauthorized 

認証が不許巧の状態です。 

Autnorized 

認証が許可の状態です。 

Port Control 

認証要あの際の動作を表示します。 

Auto 

認証機能を有効とし、クライアントと認証サーバ間の認証プ 
□セスのリレーを巧います。 

Force Unauthorized 

認証機能を無効とし、クライアントからの認証要求を全て無 
視しまず。 

Force Authorized 

認証機能を無効とし、認証許巧なしでポートを通信可能とし 
まず。（工場出荷時設定） 

Transmission 

Period 

クライアントへの認証の再送信要求までの間隔でず。工場出荷時は 30 砂に設定されて 
いまず。 

Supplicant 

Timeout 

クライアントのタイムアウト時間を表します。工場化巧時は30砂に設定されていま 
ず。 

Server Timeout 

認証サーバのタイムアウト時間を表します。工場出荷時は30砂に設定されています。 


關 


































Maximum 

Request 

認証の最大再送信試巧回数です。工場出荷時は2回に設定されています。 

Quiet Period 

認証が失敗した隐、巧の認記要あを行ラまでの時間でず。工場出荷時は60砂に設定さ 
れていまず。 

Re-authentication 

Period 

定期的再認証の試行間隔です。工場出荷時は3600秒に設定されています。 

Re-authentication 

Status 

定期的再認証のち効-無効を表おします。 

Enaolea 

定期的な再認証を行います。 

Disabled 

定期的な再認証を巧いません。（工場出荷時設定） 


ここで使用できるコマンドは下記の通りです 


N 

Port 目 ased モードでは使话しません。 

P 

ポート香号を設定しまず。 



「 P 」 を入力するとプ□ンプトが 「Enter port number 〉」 に変わりますので、設定を行うポート番号 
を入力してください。 

C 

認言 

正要おの際の動作を設定しまず。 



に」を入力するとプ□ンプトが 「Select authenticator port control ?( A / U / F )>」 に変わりますの 
で、 Auto の場合は 「 A」、Force Unauthorized の場合は ru」、Force Authorized の場合は 「 F 」 を入 
力してください 。 Default VLAN が無効の場合に Auto に設定すると 、 Current PVID の値が Default 
VLAN ID に自動的に設定されます。 

下 

認言 

正の再送信要求までの間隔を設定しまず。 



「 T 」 を入力するとプ□ンプトが 「Enter Transmission Period 〉」 に変わりますので、1から 

65535(秒)の整数を入力してください。 

U 

認言 

正が失敗した際の待機時間を設定しまず。 



「 U 」 を入力するとプ□ンプトが 「Enter quiet period 〉」 に変わりますので、1から65535(砂)の整数 
を入力してください。 

M 

認言 

正の最大再を信試巧回数を設定します。 



「 M 」 を入力するとプ□ンプトが 「Enter maximum request coun 1:>」 に変わりまずので、再試行回 
数を1から10(回)の整数を入力してください。 

0 

認言 

正サーバのタイ厶アウト時間を設定します。 



「0」を入力ずるとプ□ンプトが 「Enter server timeou り」に変わりますので、 *1 から 65535 (秒)の整 
数を入力してください。 

L 

クライアントのタイムアウト時間を設定しまず。 



「 U を入力するとプ□ンプトが 「Enter supplicant timeout value 〉」 に変わりますので、1から 
65535(秒)の整数を入力してください。 

E 

定! 

田的再認証の試行間隔を設定しまず。 



「 E 」 を入力するとプ□ンプトが 「Enter re-authentication period 〉」 に変わりますので、1から 

65 53 5(秒)の整数を入力してください。 

A 

定! 

田的再認証のち効-無効を設定します。 



「 A 」 を入力するとプ□ンプトが 「Enable 〇 「 Disable re-authentication ?( E / D ) >」に変わりますの 
で、有効にする場合は 「 E 」、 無効にずる場合は 「 D 」 を入力してください。 

1 

認言 

正状態を初期化しまず。 



川を入力するとプ□ンプトが 「Would you initialize authenticator ？ (丫 / N ) >」に変わりまずの 
で、初期化する場合は 「 Y 」、 しない場合は m 」 を入力してください。 

R 

再認証の状態を初期化しまず。 



「 R 」 を入力ずるとプ□ンプトが 「Initialize re - authentication ?( Y / N ) >」に変わりますので、初期化 
する場合は r 丫」、しない場合は m 」 を入力してください。 

Q 

上化のメニューに戻ります。 
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4.7.5. Power Over Ethernet の設定 

(Power Over Ethernet Configuration) 

「Advanced Switch Configuration Menu 」 でコマンド 「 E 」 を選おすると、図 4-7-7 のような 
rPower Over Ethernet Configuration Menu 」 の画面になります 。 IEEE 802.3 af 華拠の電源供 
給の設定を行ラことができます。 


留 :も诏 -r' な 1P 巧巧巧巧" 




File Edit Setup Control Window Help 


PN 27059 Local Management System 

Advanced Switch Configuration -> Power Over Ethernet Configuration Menu 


PoE [ 門 ort Configuration 
PoE に ] lobal Configuration 
[Qjuit to previous menu 


屋 


Comii»aind> 


Enter the character 


の 

square brackets to sel 

1 ect opti 

ion 


図 4-7-7 PoE の設定 


ここで使用できるコマンドは下記のとおりです。 


P 

各ポートの設定を行います。 


「 P 」 と入力すると PoE Port Configuration Menu へ移動します。 4.7.2. a をご覧ください。 

G 

機器全体の設定を行います。 


「 G 」 と入力すると PoE Global Configuration Menu へ移動します。 4.7.2. b をご覧ください。 

Q 

上化のメニューに戻ります。 
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1 Up Not Powered 

2 Up Not Powered 

3 Up Powered 

4 Up Powered 


. 〈 COMMAND 〉 .. 

Set PoE Port Admin [S] tat us Set PoE Port Pr[i]ority 

Set PoE Port Power [ し ] imit [Q]u け to previous menu 


Cofnmaind> I 


Enter the character 

面 

square brackets to sel 

lect opt 


図 4-7-8 各ポートの設定 


画面の説明 


Admin 

給電のち効/無効状態を表示しまず。 

Up 

給電がち効であることを表しまず。 

Down 

給電が無効であることを表します。 

Status 

給電の状態を表おします。 

Powered 

電源供給を行っていることを表します。 

Not 

Powered 

電源供給を行っていないことを表します。 

Overload 

Limi かソ上の電源供給を行っていることを表します。 

Class 

クラシフィケーシヨン機能により選巧したクラスを表示します。 

Prio . 

給電の優先順化を表おします。 

加. 

最優化されることを表します。 

High 

Crit . の;欠に優先されることを表します。 

Low 

優先されないことを表しまず。 

Limit ( mW ) 

巧給電力の上!! 

良を表示します。 

Pow .( mW ) 

イ共給電力を表おします。 

Vol .( V ) 

電圧を表示します。 

Cur .( mA ) 

電流を表示します。 


4.7.5.a. 各ホートの設定 (PoE Port Configuration Menu) 

「Power Over Ethernet Configuration Menu 」 で〕マンド 「 P 」 を選択すると、図 4-7-8 のよう 
な rPoE Port Configuration Menu 」 の画面になります。この画面ではポートごとに電源供給の 
設定を行います。 


留 だな 相ホレ細巧！;' 白 间 

File Edit Setup Control Window Help 

PN 27059 Local Management System ., , 副 

Power Over Ethernet Configuration -> PoE Port Configuration Menu 誦 

No. Admin Status Class Prio. Liniit(mW) Pow.(mW) Vo し （ V) Cur.(mA) 


V 5 5 
6 6 


がが 


>28 
3 6 
12 
3 3 


0 0 0 0 

4 4 4 4 

5 5 5 5 


0 0 0 0 
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ここで使用できるコマンドは下記のとおりです。 


S 

電源供給を巧能にずるかど5かを設定します。 


「 S 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter port number 〉」 と変わりますので、変更したいポートを号 
を入力してください。全ポートを一度に変更ずる場合はポート番号を「0」と入力してください。そ 
の後プ□ンプトが rup or Down port # ( U / D ) >」となりますので、有効 ( Up ) にする場合は 「 U 」、 
無効 ( Down ) にずる場合はの」を入力してください。入力が完了し、設定が変更されると上部の表 
おも自動的に変更されます。 

i 

電ミ I 

尉其給に優先順位を設定しまず。 


川と入力するとプ□ンプトが 「Enter port number 〉」 と変わりまずので、変更したいポート香号を 
入力してください。全ポートを一度に変更する場合はポート香号を「0」と入力してください。その 
後プロンプトが 「 Enter the sele け ion ( 1 -3 )>」となりますので、 Critics に設定する場合は「1 」、 High 
に設定する場合はじ」、 Low に設定する場合は「3」を入力してください。入力が完了し、設定が変 
要されると上部の表示も自動的に変更されまず。 

L 

各 7 

tf ート巧給電力を制限します。 


ru と入力するとプ□ンプトが 「Enter port number 〉」 と変わりますので、変更したいポートを号 
を入力してください。全ポートを一度に変更ずる場合はポート番号を「0」と入力してください。そ 
の後プ□ンプトが 「Enter the power limi わ」となりますので、3000〜15400 mW の範囲で入力し 
てください。入力が完了し、設定が変更されると上部の表おも自動的に変更されます。 

Q 

上イ立のメニューに戻ります。 
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4.7.5.b . 機器全体の設定 


「Power Over Ethernet Configuration Menu 」 で〕マンド TG 」 を選択すると、図 4-7-9 のよう 
な rPoE Global Configuration Menu 」 の画面になります。この画面では、 PoE の全体の設定を 
行います。 


暨 T; 巧- ‘挪册 ./' 


■HQ 


File Edit Setup Control Window Help 


PN 27059 Local Management System 
Power Over Ethernet Configuration 


•> PoE Global Configuration Menu 


薑 


Power Budget 
Power Consumption 


82W 

ew 


[Q]uit to previous menu 


〈COMMAND〉 


Comm8ind> 


Enter the character In square brackets to select opt 


図 4-7-9 機器全体の設定 


画面の表术 


Power Budget : 

M 5 ePWR が供給できるそ電力量を表示します。 

Power 

Consumption : 

総ミ肖費電力量を表おします。 


ここで使用できるコマンドは下記のとお0です。 

q 1 上位のメニューに民ります。 
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4.8. 統計情報の表示 (Statistics) 

「Main Menu 」 から rs 」 を選択すると図 4-8-1 のよラな 「Statistics Menu 」 の画面になります。こ 
の画面ではスイッチの統計情報としてパケット数を監視することができ、これによってネットワ 
-クの状態を把握することができます。また、エラーパケットを監視することによ0、障害の切 
り分けのための判断材料にすることができます。 


暨 •だ VJ 化叫 



—w 回阔 

File Edit Setup Control Window 

Help 



1 PN 27059 Local Management System 



因 ; 

Main Menu -> Statistics Menu 



目 

y Port：1 Refresh: 

300 Sec. 

Elapsed Time Since System Up ： 

001:00:25:42 0 

く Count が Name〉 

〈Total〉 


<Avg./s> 


Total RX Bytes 

5620224 


83 


Total RX Pkts 

52853 


0 


Good Broadcast 

628 


0 


Good Multicast 

0 


0 


CRC/AIign Errors 

0 


0 


Undersize Pkts 

0 


0 


Oversize Pkts 

0 


0 


Fragments 

0 


0 


Jabbers 

0 


0 


Col 1 isions 

0 


0 


64-Byte Pkts 

445394 


5 


65-127 Pkts 

196248 


2 


128-255 Pkts 

14338 


0 


256-511 Pkts 

20194 


0 


512-1023 Pkts 

198112 


2 


Over 1024 Pkts 

37949 


0 



•. く COMMAND〉. 



[N] ext [門 revious 

[S]elect Port 

Re[f] resh Mode 

Since [R]eset 

[日] uit 

Comi»and> 





,1 Enter the character 

In square brackets to select 

option 

Ml 



図ん8-1統計情報の表示起動後からの累積 


画面の説明 


Port 

ポート香号を表示しまず。 

Refresh 

表示の更新間隔を表示します。 

Elapsed Time Since 
System Up 

現在のカウンタの値が累積されている時間を表示します。起動または再起動してから 
の時間を意巧します。 

Counter Name 

各カウンタの名前を表おします。 

Total 

カウンタに累積された値を表示しまず。 

Avg./s 

各値の一砂間の平ち値を表示します。 
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ここで使用できるコマンドは下記の通0です。 


N 

巧のポートの値を表示しまず。 



「N」 と入力ずると巧のポートのカウンタを表示します。ポート5まで行くと次(ポート 1) には移動しま 
せん。 

P 

前のポートの値を表示しまず。 



「P」 と入力すると前のポートのカウンタを表示します。ポート1では前のポートには戻れません。 

S 

値を表示ずるポートを切0替えます 



rs」 と入力するとプ□ンプトが 「Select Port number〉」 に変わりますので表示したいポート番号を 
入力してください。 

R 

カウンタの値をリセットしてからの値の表示に切り替えます。 



「R」 と入力すると画面ち上の時間表示が 「Elapsed Time Since System Reset」 に変わりますので、更 
に 「R」 と入力するとカウンタの値をリセットしてからの値の表示に切り替わります。起動してから 
のカウンタにする場合は「川を入力してください。画面ち上の時間表示が 「Elapsed Time Since 
System Up」 に変わります。 

千 

カウンタの更新モードを設定します。 



「f」 と入力すると、注釈巧に rifor stop to refresh,2 for set refresh rate」 と表示されまず。更新を 
無効にしたい場合は ri」 を入力します。更新を有効にさせるには、同様に再度「1」を入力しまず。 
更新間隔を変更したい場合はじ」を入力し、 rinput refresh time〉」 の後に更新時間 (5 〜600 sec) を 
入力してください。 Refresh パラメータも連動して表示されます。 

Q 

上化のメニューに戻ります。 


また、この画面では本装置が起動してからの累積値（図 4-8-1) およびコマンドによるカウンタ 
リセットからの累積値（図 4-8-2) の2種類を表示することができます。カウンタの値をリセット 
しても起動時からの累穫値は保をされています。カウンタの値は更新間隔 （ Refresh ) によって 
自動的に更新されます。 


搜 お / U Ta / 亦 - ら如 T i/r 

— ■■■d'jji 回 

File Edit Setup Control Window Help 



PN 27059 Local Management System 
Main Menu -> Statistics Menu 
Port ： 2 Refresh : 300 Sec. 


く Counter Name 〉 
Total RX Bytes 
Total RX Pkts 
Good Broadcast 
Good Multi cast 
CRC/AIign Errors 
Undersize Pkts 
Oversize Pkts 
Fragments 
Jabbers 
Col I Isions 

64- Byte Pkts 

65- 127 Pkts 
128-255 Pkts 
256-511 Pkts 
512-1023 Pkts 
Over 1024 Pkts 


<Total> 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 


Elapsed Time Since System Reset : 000:00:00:01 
<Avg./s> 


m 

昌 


[N] ext 护 ] revious 
Command> _ 


Enter the character 


.<C0MMAND> . 

に ] elect Port Re[f] resh [R]e$et Since 山 ] p 


[Q] u i t 


図 4-8-2 カウンタリセットからの累積表示 
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画面の説明 


Port 

ポート香号を表します。 

Refresh 

再表示間隔を表します。 

Elapsed 1 ime bince 
Reset 

カウンタをリセットしてからの時間を表します。 

Counter Name 

各カウンタの名前を表おします。 

Total 

カウンタに累積された値を表示しまず。 

Avg./s 

各値の一砂間の平ち値を表示します。 


ここで使用できるコマンドは下記の通0です。 


N 

巧のポートの値を表示しまず。 



「 N 」 と入力すると巧のポートのカウンタを表示します。ポート5まで行くと次(ポート 1) には移動しま 
せん。 

P 

前のポートの値を表示しまず。 



「 P 」 と入力すると前のポートのカウンタを表示します。ポート1では前のポートには戻れません。 

S 

値を表示ずるポートを切0替えます。 



「 S 」 と入力するとプ□ンプトが rSelect Port numbe 「>」 と変わりますので表示したいポート香号を 
入力してください。 

U 

起動時からのカウンタ表示に切り替えまず。 



「 U 」 と入力ずるとカウンタの表示からシステム起動時からのカウンタ表示に切り替えまず。 

R 

カウンタの値をリセットしてからの値の表示に切り替えます。 



「 R 」 と入力ずるとカウンタの値を全て0に設定して再表示させまず。 

千 

カウンタの更新モードを設定します。 



「 f 」 と入力すると、ミ主釈行に「1 for Stop to refresh , 2 for set refresh rate 」 と表示されます。更新 
を無効にしたい場合は ri 」 を入力します。更新を有効にさせるには、同様に苗度「1」を入力します。 
更新間隔を変更したい場合は「2」を入力し 、 「Input refresh time 〉」 の後に更新時間 (5 〜600 sec ) を 
入力してください。 Refresh パラメータも連動して表示されまず。 

Q 

上イ立のメニューに戻ります。 
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カウンタの內容は下記の通りです。 


Total RX Bytes 

受信した全てのパケットのバイト数を表示しまず。 

Total RX Pkts 

受信した全てのパケット数を表示しまず。 

Good Broadcast 

受信したブ□ー ドキャストパケット数を表示します。 

Good Multicast 

受信したマルチキャストパケット数を表示しまず。 

CRC/Align Errors 

エラーバケッ トで正常なパケット長 (64 〜1518バイト)ではあるが、誤り検出符号 
( FCS ) で誤0が発見されたパケット数を表おします。 

パケットの長さが1バイトの整数倍のものは CRC ( FCS ) エラー、そラでないものは 
アラインメントエラーでず。 

Undersize Pkts 

エラーパケットでパケット長が64バイトより短いが、その他には異苗がないパケッ 
卜数を表示します。 

Oversize Pkts 

エラーパケットでパケット長が1518バイトより長いが、その他には異常がないパケ 
ット数を表おします。 

Fragments 

エラーバケッ トでパケット長が64バイトより短く、かつ CRC エラーまたはアライン 
メントエラーを起こしているパケット数を表示しまず。 

Jabbers 

エラーパケットでパケット長が1518バイトより長く、かつ CRC エラーまたはアラ 
インメントエラーを起こしているパケット数を表示します。 

Collisions 

パケットの衝突が発生した回数を表示しまず。 

64 -Byte Pkts 

パケット長が64バイトのパケットの総数を表示します。 

65-127 Pkts 

パケット長が65〜127バイトのパケットの総数を表示しまず。 

128-255 Pkts 

パケット長が128〜255バイトのパケットの総数を表示しまず。 

256-511 Pkts 

パケット長が256〜引1バイトのパケットの総数を表示しまず。 

512-1023 Pkts 

パケット長が512〜1023バイトのパケットの総数を表示します。 

Over 1024 Pkts 

パケット長が1024バイトな上のパケットの総数を表示します。 
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4.9. 付加機能の設定 (Switch Tools Configuration) 

「Main Menu 」 から 「 T 」 を選択すると図ん9-1のような 「Switch Tools Configuration 」 の画面 
になります。ここではファームウエアのアップグレード、設定の保を•読込、再起動、□ブの参 
照等、スイッチの付加機能の利用とその設定を巧ラことができます。 



図 4-9-1 付加機能の設定 


画面の説明 


TFTP Software 

Uparade 

本装置のファー厶ウ I アのアップブレードに関する設定、および実行を巧いま 
す。 

Configuration File 
Upload/Download 

本装置の設定情報の保を-読込に関する設定、および実行を行います。 

System Reboot 

本装置の再起動に関する設定、および実行を行います。 

Ping Execution 

本装置からの PING の実行を行います。 

System Log 

本装置のシステム□ブの表示を行います。 

Quit to previous menu 

Switch Tools Configuration Menu を終了し、メインメニューに戻ります。 
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4.9.1 ファームウエアのアツプクレード (TFTP Software Upgrade) 

「Switch Tools Configuration Menu 」 から IT 」 を選択すると図 4-9-2 のような HTTP 
Software Upgrade 」 の画面になります。この画面ではファームウエアのバージョンアップとそ 
の際の設定を行ラことができます。 



図ん9-2 フ了ームウェ了のアツ プグレード 


画面の説明 


Imaae 

Version/Date 

現在のファー厶ウ王アのノ ジヨンとソフトの作成された曰付を表示します。 

TFTP Server IP 

アップブレードするファームウ王アの置いてある TFTP サーノ \'の I P アドレスを表示しま 
す。 

Image File name 

アップグレードするファームウ王アのファイル名を表示します。 

Reboot Timer 

ファー厶ウ王アのダウン□ード後に起動するまでの時間を表示します。 

本時間は 「System Reboot Menu 」 にて設定ずることができます。 


ここで使用できるコマンドは下記の通 D です。 


S 

アップグレードするファー厶ウェアの置いてある TFTP サーバの IP アドレスを設定しまず。 



「 S 」 と入力するとプ□ンプトが Enter IP address of TFTP server > と変わります。 TFTP サーバの IP ア 
ドレスを入力してください。 

F 

アップグレードするファー厶ウ王アのファイル名を設定します。 



「 F 」 と入力するとプ□ンプトが Enter file name 〉 と変わります。ダウン□-ドしたプ□ブラムのファ 
ィル名を半角30文字が内で指定してください。 

U 

アップブレードを開始しまず。 



「 U 」 と入力するとプ□ンプトが 「Download file ( Y / N )>」 と変わり、実行の確認を行います。 「 Y 」 
と入力するとアップブレードを開始しまず。開始をキャンセルしたい場合は 「 N 」 と入力すると元の画 
面に戻ります。 

Reboot Timer に時間を設定している場合はファー厶ウェアのダウン□-ド後にカウントダウンを 
開始し、その後再起動が実行されます。（ファー厶ウ王アは再起動後に更新されます。） 

Q 

上化のメニューに戻ります。 
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ダウン□-ドが開始されると図ん9-3のような画面に切り替わ0、ダウン□-ドの状況が確認で 
きます。タウン□-ドが完了すると、自動的に再起動し、□ブイン画面に戻ります。 


喧 T 齋簡倒前'{/ I 严 


File Edit 

Setup Control Window Help 


PN 27059 File Downloading Status 

巧 

Server ： 

182.168 .0.10 

昼 

File ： 

M5ePffR_l_0_0_7.ROM 


Action ： 

Download Image File & Reset 


Protocol ： 

TFTP 


*******< Press any key to quit downloading >#**#*** 



Retries Data received (Bytes) 


1 

0 69632 




国 


図 4-9-3 ダウン□-ド実行中 


ごを意ダウン□-ドが終了すると画面下の黒帯の説明欄に 「Downloading completed ! 

Writing image into flash …」と表示されます。この時はファームウエアをフラッシュメ 
モリに書き込んでいますので、本装置の電源を絶対に切らないよラにしてください。 
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4.9.2. 設定情報の保存-読込 

(Configuration hie Upload/Download) 

「Switch Tools Configuration Menu 」 から 「 C 」 を選択すると図 4-9-4 のような 
「Configuration File Upload/Download Menu 」 の画面になります。この画面では本装置の設 
定情報を PC にファイルとしての保を-読込とその際の設定を巧ラことができます。 



図 4-9-4 設定情報の保を.読込 


画面の説明 


TFTP Server IP 

設定の保を-読込を行う TFTP サーバの IP アドレスを表示します。 

Config hie Name 

設定情報のファイル名を表示します。 


ここで使用できるコマンドは下記の通0です。 


S 

設定情報のなを、または読込を行ラ TFTP サーバの IP アドレスを設定します。 



「 S 」 と入力するとプ□ンプトが Enter IP address of TFTP server > と変わります。 TFTP サーバの IP ア 
ドレスを入力してください。 

F 

保を、または読込を巧ラ設定情報のファイル名を設定します。 



「 F 」 と入力するとプ□ンプトが Enter file name 〉 と変わります。アップ□-ドまたはダウン□-ドす 
る設定ファイル名を半角30文字内で指定してください。 

U 

設定情報の保を（アップ□ード）を開始しまず。 



「 U 」 と入力するとプ□ンプトが rupload file ( Y / N )> J と変わり、開始するかどうかの確認をします。 
設定が全て間違いないかどうか確認してください。 「 Y 」 と入力するとアップグレードを開始しまず。 
開始をキャンセルしたい場合は 「 N 」 と入力ずると元の状態に戻ります。 

D 

設定情報の読込（ダウン□ード）を開始しまず。 



の」と入力するとプ□ンプトが 「 Download 刊 e ( Y / N )>」 と変わり、開始するかどうかの殖認をしま 
す。設定が全て間違いないかどうか確認してください。 「 Y 」 と入力するとアップグレードを開始しま 
す。開始をキャンセルしたい場合は m 」 と入力すると元の状態に戻ります。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 
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4.9.3. 再起動 (System Reboot) 

「Switch Tools Configuration Menu 」 から 「 R 」 を選巧すると図 4-9-5 のような 「System 
Reboot Menu 」 の画面になります。この画面では本装置の再起動を行うことができます。 



図 4-9-5 再起動 


画面の説明 


Reboot Status 

再起動のコマンドが実行されているかどラかを表示しまず。 

Stop 

再起動のコマンドが実行されていない状態を表しまず。 

In Process 

再起動のコマンドが実行されている状態を表します。 

Reboot Type 

再起動の方式を表示しまず。工場出荷時には 「 NormaU に設定されています。 

Normal 

通常の再起動を行います。 

Factory Default 

全ての設定を工場出荷時の状態に戻します。 

Factory Default 
Except IP 

1 P アドレスしソ外の設定を工場化巧時の状態に戻します。 

Reboot Timer 

再起動の実行から実際に再起動ずるまでの時間を表示します。工場出荷時は ro 秒」 
に設定されています。 

Time Left 

再起動の実行後に、実際に再起動ずるまでの残 0 時間を表示します。キー入力を斤 
ラことで画面表示の更新ができ、時間経過の確認ができます。 
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ここで使用できるコマンドは下記の通りです。 


0 

再起動の方式を通常再起動、または工場出荷時状態から選択します。 



「0」と入力ずるとプ□ンプトが 「Select reboot option ( F / l / N )>」 と変わります。通甫の再起動をす 
る場合は 「 N 」、 全ての設定を工場出荷時に戻ず場合は 「 F 」、 IP アドレスの設定な外を工場出荷時の状 
態に戻ず場合は「1」と入力してください。 

R 

再 a 

呈動を実行しまず。 



「 R 」 と入力するとプ□ンプトが 「Are you sure to reboot the system ( Y / N )」 と変わり、再度 ffl 認 
しまずので実行ずる場合は 「 Y 」、 中止する場合は 「 N 」 を入力してください。 

Reboot Timer で再起動するまでの時間を設定している場合は、設定された時間後に再起動を開始 
しまず。また、再起動のコマンドを実行後に中止する場合は再度 rPU と入力します 。 「Are you sure 
to reboot the system ( Y / N )」 と変わりまずので、 「 N 」 を入力ずると再起動処理を停止できます。 

下 

再 a 

呈動するまでの時間を設定します。 



「下」と入力するとプ□ンプトが 「Enter Reboot Timer 〉」 と変わりますので、〇〜86400砂 （24 時亂 
の間の値を入力します。 

Q 

上イ立のメニューに戻ります。 
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4.9.4. Ping の実巧 (Ping Execution) 

「Switch Tools Configuration Menu 」 から 「 P 」 を選択すると図 4-9-6 のような 「Ping 
Execution 」 の画面になります。この画面ではスイツチから Ping 〕 マンドを実行することによ0、 
接続されている端末や他の機器への通信確認を巧ラ事ができます。 


搜お,。 お。-獨加.耶_ —■ 

File Edit Setup Control Window Help 


■が晒 


PN 27059 Local Management System 

Switch Tools Configuration -> Ping Execution 

Target IP Address ： 0.0.0.0 

Number of Requests ： 10 

Timeoul Value ： 3 Sec. 

=============== Result =============== 


口 


Set Target [I]P Address 
Set [N]umber of Requests 
Set [T]imeout Value 
Command〉 — _ _ 


〈 COMMAND 〉 - 

に ] xecute Ping 
[S]lop Ping 

[Q]uit to previous menu 


Enter the character in square brackets to select opt 


這 


図 4-9-6 Ping の実行 


画面の説明 


Taraet IP Address 

Ping を実行する巧手先の IP アドレスを表示します。工場出荷時は 0.0.0. 0になって 
いまず。 

Number of Request 

Ping を実行する回数を表示しまず。工場出荷時は10回になっています。 

Timeout Value 

タイムアウトとする時間を表示します。工場出荷時は3砂になっています。 

Result 

Pi ng の実行結果を表示します。 


ここで使用できるコマンドは下記の通0です。 


1 

Ping を実行する対象 IP アドレスを設定しまず。 



「1」と入力するとプ□ンプトが 「Enter new Target IP Address >」と変わりますので、対象 IP アド 
レスを入力してください。 

N 

Ping の回数を設定しまず。 



「 N 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter new number of 「 equests >」 と変わりますので、回数を入 
力してください。最大10回まで巧能ですので1〜10の間の数字を入力してください。 

下 

タイムアウトになるまでの時間を設定します。 



「 T 」 と入力するとプ□ンプトが 「Enter new timeout value >」と変わりますので、時間を秒単位で 
入力してください。最大5秒ですので1〜5秒の間で設定してください。 

E 

Ping コマンドを実行します。また表示をクリアすることができます。 



「 E 」 と入力するとプ□ンプトが 「Execute ping or Clean ping data ( E / C )>」 と変わりますので、実 
巧する場合は 「 E 」、 表示のクリアのみを行う場合は rc 」 を入力してください。（國 4-9-7) 

S 

Ping コマンドを中止します。 



Ping の実行中に rs 」 と入力するかまたは rctrl + C 」 入力すると中止します。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 
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図 4~9-7 Ping の実行中画面 
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4.9.5. システム □ グ (System Log) 

「Switch Tools Configuration Menu 」 から 「 U を選択すると図 4-9-8 のような 「System Log 
Menu 」 の画面にな0ます。この画面ではスイッチで発生したイベントの履歴が表示されます。こ 
れらのイベントを参照することによりスイッチで発生した現象の把握を行ラことができます。 


@ T ; '巧-古 沸で罚リ y 


File , 

Edit Setup Control Window 

Help 


1 PN 27059 Local Management System 


□ 

Switch Tools Configuration -> System Log Menu 

Entry 

Time(YYYY/MM/DD HH:MM:SS) 

Event 


1 

2007/02/02 12:55:28 

Port-5 1 ink-down 


2 

2007/02/02 13:09:05 

Login frotn console 


3 

2007/02/02 13:09:18 

Configuration changed 


4 

2007/02/02 13:23:11 

Login from console 


5 

2007/02/02 13:29:58 

Comiguration changed 


6 

2007/02/02 13:30:19 

Comiguration changed 


7 

2007/02/02 13:30:59 

Configuration changed 


8 

2007/02/02 13:31:26 

Configuration changed 


9 

2007/02/02 13:31:43 

Configuration changed 


10 

2007/02/02 13:31:44 

Configuration changed 




<C0MMAND> - 


[N]ext Page 



[P]revious Page 



[C]lear the Log Entries 



[Q]uit to previous menu 
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—■‘、…"‘…■‘…■、…■■■—削〜".…、、—、—…、、— - J 


図ん9-8システム□ク' 


この画面で表示される各イベントは SNMP のトラップと連動しています。トラップの発生を設 
定してある場合はイベントとして表示されます。 
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画面の説明 


Entry 

イベントの番号を表します。 

Time 

イベントの発生した時刻を表示します。時刻設定がされていない場合は起動からの通算時間が表 


示されます。 


Event 

スイッチに発生したイベントの内容を表示しまず。 


Conliguration chanaed 

設定が変更されたことを表します。 


Conliguration file 
upload 

設定ファイルがアップ□ー ドされたことを表します。 


Conliguration file 
download 

設定ファイ J レがダウン□-ドされたことを表しまず。 


Enter Command Line 

コマンドラインインターフエースに LI ) モードに入ったことを表 


Interface 

します。 


DHCP Get IP Address 

本装置が DHCP により IP アドレス XXX . XXX . XXX . XXX を取得したこと 


<IP xxx . xxx . xxx . xxx > 

を表しまず。 


Set IP Address く IP 

本装置の IP アドレスが XXX . XXX . XXX . XXX に設定されたことを表しま 


xxx . xxx . xxx . xxx > 

す。 


Port -# Link-up 

ポートのリンクがアップしたことを表します。 


Port -# Link-down 

ポートのリンワがダウンしたことを表します。 


Port -# Power ON 

対象のポートにおいてポートの給電が ON になったことを表しま 


notification 

ず。 


Port -# Power OFF 

対蒙のポートにおいてポートの給電が OFF になったことを表しま 


notification 

す。 


Port authentication 
passed on port # 

対象のポートにおいて802.1 X 認証が許可されたことを表します。 


Port authentication 
denied on po け冉 

対象のポートにおいて 802. 1 X 認証が}巨否されたことを表します。 


Get the SNTP time 

SNTP サーバにアクセスし、時間情報の取得を行ったことを表しま 


MM / dd/yyyy hhmmss 

ず。 


Runtime changes from 

本装置のファー厶ウ王アがノ く'-ジョン XXXX から丫丫丫丫に変わった 


XXXX to YYYY 

ことを表しまず。 


Switch Start 

本装置が起動したことを表します。 


Reboot Normal 

本装置が再起動を斤ったことを表しまず。 


Reboot Factory Default 

本装置が工場出荷時設定に戻す再起動を行ったことを表します。 


Reboot Factory Default 

本装置が IP アドレスを除き工場お荷時設定に戻す再起動を行った 


Except IP 

ことを表します。 


Login from console 

コンソールポートからの□ブインがあったことを表します。 


Login 千 ailed from 
console 

コンソールポートからの□ブインが失敗したことを表しまず。 


Login from telnet <IP 

IP アドレス XXX . XXX . XXX . XXX から Telnet での□ブインがあったこと 


xxx . xxx . xxx . xxx > 

を表します。 


Login 千 ailed from 
t e 1 n e t く 1 Pxxx . xxx . xxx . xxx 

> 

IP アドレス XXX . XXX . XXX . XXX からの Telnet での□ブインが失敗した 
ことを表しまず。 
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ここで使用できるコマンドは下記の通りです。 


N 

巧のページを表示しまず。 



「 N 」 と入力すると巧のページを表示します。 

P 

前のページを表示しまず。 



「 P 」 と入力すると前のページを表示しまず。 

C 

□ブの内容を全て削除しまず。 



rcj と入力すると□ブが全て削除されます。 

Q 

上化のメニューに戻ります。 
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4.10. コマンドラインインターフェース (CLI) 

メインメニューで rc 」 を選択すると図ん 10 - 1 のよラな画面にな 0 ます。ここからメニュー形式 
ではなくコマンドラインでの設定が可能となります。設定方法は別紙 rSwitch - M 5 ePWR / M 5 eX 
巧通取扱説明書 ( CU 編)」に記載されておりますのでご参照下さい。 CU から Menu への復帰はプ 
□ンプトから 「 logout 」 を入力してください。 


搜 Tb/UTa/lrf -硕こ iwr — 

の。 

File Edit Setup Control Window Help 

iM5ePWR> 

田 

i 

■ 

1 

国 1 


図ん 10-1 コマンドラインインターフェース ( CLI ) 
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4.11. □グアウト 

メインメニューで 「 Q 」 を選択するとコンソールからアクセスしている場合は図 4-2-1 のような 
□ブイン画面に戻り、 Telnet でアクセスしている場合は接続が切断されます。再度操作を巧うに 
は再び 4.2 節の□ブイン手順を巧ってください。また、 4.6. 5項のアクセス条件で設定されたタイ 
ムアウト時間を過ぎると自動的に□ブアウトされます。 
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付録 A . 仕様 

〇インターフェース 

"ツイストペアポートポート1〜5 ( RJ 45 コネクタ） 

今伝送方式 IEEE 802.3 10 BASE-T 

IEEE 802.3 U 100 BASE-TX 

- RS -232 C 〕 ンソールポート XI ( D - sub 9 ピンコネクタ） 

み RS -232 C ( ITU-TS V .24) 準拠 

今接続には図 A の結線仕様のコンソールケーブルをご使用ください。 



Dsub 9 ピンメス Dsub 9 ピンメス 

(インチネジ） （インチネジ） 


図 A D - sub 9 ピン- D - sub 9 ピンコンソールケーでレ紹瞭仕様 


〇スイッチ方式 
-ストア•アンド.フォワード方式 

-フォワーディンブ•レート 10BASE-T 14,880 pps /ポート 

100BASE-TX 148,800 pps/ ポート 

- MAC アドレステーブル 最大 8K エントリ/ユニット 

"バッファメモリ 128K バイト/ユニット 


-フ□-制御 IEEE 802.3 X 样二重時） 

バックプレツシ中一(半二重時) 


〇主要搭載機能 
- IEEE 802.1 Q 
- IEEE 802 .Ip 
- IEEE 802.3 af 
- IEEE 802 .IX 


IEEE 802.3 X 


タブ VLAN (最大 256 VLAN まで可能） 

QoS 機能 (4 段階の Priority Queue をサポート) 
給電機能 

ポートベース認証機能 
( EAP - MD 5/ TLS / PEAP 認証方式をサポート） 
フ□-コント□-ル 
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〇エージェント仕様 
- SNMP ( RFC 1157) 

- MIBII ( RFC 1213) 

- TELNET ( RFC 854) 

- TFTP ( RFC 783) 

- BOOTP ( RFC 951) 


SNTPvB ( RFC 1%9) 


〇電源仕様 
-電源 
消費電力 


AC 100 V 50/60 HZ 2.25 A 
最大 85 W 讲給電時10 W ) 、最小 8.3 W 


環境仕様 
動作環境温度 
動作環境湿度 
イ呆管環境温度 
イ呆管環境湿度 


〇〜50で 

20〜 80 %RH (結露なきこと) 
-20 〜70で 

10〜90 %RH (結露なきこと) 


〇外形仕様 

-寸法 44 mm ( H ) X 210 mm ( W ) X 260 mm ( D ) (突起部は除く) 

質量（重量} 1,70 Og 

) 適合規制 
電波放射 


一般財団法人 VCCI 協会クラス A 情報技術装置 
(VCCI Council Class A ) 



付録 B . Windows ハイパーターミナルによる 
コンソールポート設定手順 

Windows がインス!ルされた PC と本装置をコンソールケーブルで接続し、な下の手順でハ 
イパ—夕—ミナ J レを起動します。 

(Windows Vista な降では別途夕ーミナルエミユレータのインス I ルが必要でず。） 

① Windows のタスクバーの[スタート]ボタンをクリックし、[プ□ブラム ( P ) 卜[アクセサリ] 
一[通信]一[ハイパーターミナル]を選択します。 

③「接続の設定」ウィンドウが現われますので、任意の名前（例えば Switch ) を入力、アイコ 
ンを選択し、 [ OK ] ボタンをクリックします。 

③ 「電話番号」ウィンドウが現われますので、 r 接続方法」の欄のプルタウンメニユーをクリック 
し、て oml " を選択後[〇リボタンをクリックします。 

ただし、ここではコンソールケーブルが Com 1 に接続されているものとします。 

④ に OM 1 のプ□パティ」というウィンドウ内の r ビット/秒 ( B )」 の欄でプルダウンメニユーを 
クリックし、 "9600" を選択します。 

⑤ 「フ□-制御 ( F )」 の欄のプルタ'ウンメニユーをクリックし、"なし"を選択後[〇リボタンを 
クリックします。 

⑥ ハイパーターミナルのメインメニユーの[ファイル ( F )] をクリックし、[プ□パティ （ R )] を選択 
します。 

⑦ r < name > のプ□パティ」 （< name > は③で入力した名前）というウィンドウが現われます。 
そこで、ウィンドウ内上部にある"設定"をクリックして画面を切り替え、 "エミユ レーシ 
ョン ( E )" の欄でプルタウンメニユーをクリックするとリストが表示されますので、 " VT 100" 
を選択し、[〇リボタンをクリックします。 

⑧ 取扱説明書の4章に従って本装置の設定を行います。 

⑨ 設定が終了したらハイパーターミナルのメインメニユーの[ファイル ( F )] をクリックし、[ハイ 
パ—ターミナルの終了 (X)] をクリックします。ターミナルを切断してもいいかどラかを聞い 
てきますので、[はい ( Y )] ボタンをクリックします。そして、ハイパーターミナルの設定を保 
をするかどうかを聞いてきますので、[はい ( Y )] ボタンをクリックします。 

⑩ ハイパーターミナルのウィンドウに" < name >. ht " 卜 name > は③で入力した名前）という 
ファイルが作成されます。 

巧回からは "< name >. hf を夕'ブルクリックしてハイパーターミナルを起動し、⑨の操作を行え 
ば本装置の設定が可能となります。 
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付録 C . IP アドレス簡単設定機能について 

I P アドレス簡単設定機能を使用する際のを意点について説明します。 

【動作確認済ソフトウェア】 

パナソニック株式会社製 IP 簡単設定ソフトウェア V 3.01 / V 4.00 / V 4.24 R 00 
パナソニックシステムネットワークス株式会社製セットアップソフトウェア Ver 3.10 R 00 

【設定巧能項目】 

• IP アドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイ 
XDHCP を利用することが巧能です。 

-システム名 

※ノ\°ナソニックシステムネットワークス株式会社製ソフトウェアでのみ設定巧能です。 
ソフトウェア上では"カメラ名"と表示されます。 

• 本機能を利用して機器の設定を行った場合 、 Web Server Status が自動的にち効 ( Enabled ) 
になります。 


【制限事項】 

•セキュリティ確保のため、電源投入時より20分間のみ設定変更が巧能です。 

ただし、 IP アドレス/サブネットマスク/デフォルトゲートウェイ/ユーザ名/パスワードの 
設定が工場出荷時状態の場合、時間の制限に関係なく設定が巧能です。 

※制限時間を過ぎても一覧には表示されますので、現在の設定を確認することができます。 
-パナソニックシステムネットワークス株式会社製ソフトウェアのじ(下の機能は対応して 
お0ませんので、使用することはできません。 

-"カメラへのリンク"ボタン 
-"自動設定機能" 

※ネットワークカメラの商品情報は各メーカ様へご確認ください。 
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故障かな？と思われたら 

故障かと思われた場合は、まず下記の項目に従って確認を巧ってくださし、。 


♦LED 表示関連 

■電源 LED ( POWER ) が点灯しない場合 
参電源コードが外れていませんか？ 

一電源コードが電源ポートにゆるみ等がないよう、確実に接続されているかを 
確認してください。 

■リンク/送受信 LE D (L I N K / ACT .) が点灯しなし、場合 
参ケーブルを該当するポートに正しく接続していますか？ 

•該当するポートに接続している機器はそれぞれの規格に準拠していますか？ 

参オートネコ''シエーシヨンで失敗している場合があ0ます。 

一本装置のポート設定もしくは端末の設定を半二重に設定してみてください。 

♦通信ができない場合 

■全てのポートが通信できない、または通信が遅い場合 
参機器の通信速度、通信モードが正しく設定されていますか？ 

-通信モードを示す信号が適切に得られない場合は、半二重モードで動作します。 

接続相手を半二重モードに切〇曽えてください。 

接続対向機器を強制全二重に設定しないでください。 

•本装置を接続しているバックボーンネットワークの帯域使用率が高すぎませんか？ 

ーバックボーンネットワークから本装置を分離してみてください。 

♦PoE 給電ができない場合 
■PoE 給電 LED ( PoE ) が点灯しない場合 

•ケーブルは適切なものを使用し、 PoE 給電をサポートするポートに接続していますか？ 
•該当するポートに接続している PoE 対応機器は、 IEEE 802.3 af 規格に準拠していますか？ 
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アフターサービスにっいて 

1. 保証書にっいて 

保証書は本装置に付属の取扱説明書（紙面）にっいています。必ず保証書の『お買い上げ曰、 
販売店（会社名）』などの記入をお確かめの上、販売店から受け取っていただき、内容を良 
くお読みの後大切に保管してください。保証期間はお買い上げの曰より1年間です。 

2 . 修理を依頼されるとき 

『故障かな？と思われたら』に従って確認をしていただき、なお異常がある場合は 
巧ページの『便利メモ』をご活用のラえ、下記の内容とともにお買上げの販売店へご依頼く 
ださい。 

♦品名 ♦品番 

♦製品シリアルを号（製品に貼付されている11析の英数字） 

♦ファームウエアバージョン（個装箱に貼付されている" Ver ." な下の番号） 

♦異常の状況( できるだけ具体的にお伝えください ) 

•保証期間中は： 

保証書の規定に従い修理をさせていただきます。 

お買い上げの販売店まで製品に保証書を添えてご持参ください。 

•イ呆証期間が過ぎているときは： 

診断して修理できる場合は、ご要望によりち料で修理させていただきます。 
お買い上げの販売店にご相談ください。 

3. アフターサービス•商品に関ずるお問い合わせ 

お買い上げの販売店もしくは下記の連絡先にお問い合わせください。 

パナソニック ES ネットワークス株式会社 

TEL 03-6402-5301 / FAX 03-6402-5304 

4. ご谐入後の技術的なお問い合わせ 

■ご購入後の技術的なお問い合わせはフリーダイ中ルをご利用ください。 

IP 電話（050涅号）か6はご利用いただけません。おおくの鲜な各営業部にお問い合わせください。 

rSvSi n 1 on 〇1〇つづつ受付 9:30 〜 12:00/13:00 〜 17:00 
WMU I I Z -/ I Z け.□.祝日、ぉょび薛社化□を除く） 

お問い合わせの前に、鮮なホームぺージにて、サボート内容をご確認ください。 

URL: http://panasonic.co.jp/es/pesnw/ 
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便利メモ （おぼえのため、記入されると便利です) 


お買い上げ曰 

年月 曰 

口々 

□□ろ 

Switch-MSePWR 

品番 

PN 27059 

ファームウェア 
パ'-ジョン（ X ) 

Boot し ode 


Runtime Code 


シリアル番号 





(製品に貼付されている 11 巧の英数字） 

販売店名 
または 
販売会社名 

電話 ( ) 一 

お客様 
ご旧談窓 □ 

電話 ( ) 一 


( X 確認画面はメニュー編 4. 5項を参照) 


© Panasonic Eco Solutions Networks Co., Ltd. 2012 

パナソニック ES ネットワークス株式会社 

干 105-0021 東京都港区東新橋 2T 目 12 香 7 号住ち東新橋ビル 2 号館 4 階 
TEL 03-6402-5301 / FAX 03-6402-5304 
URL: http://_panasomc.co. 胆 /es/pesnw/ 
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